
ᖹ成㸰㸶ᖺ度 国語総合ࡢ学習㸦シࣛࣂス㸧

㸯 科目ྡ，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書

科目ྡ 国語総合 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸯学ᖺ

使用ࡿࡍ教科書 第一学習社 高等学校 新編国語総合

問題集 尚文出版 国語必携 ࣛイト࣮ࣃフ࢙クト演習

㸰 学習目標

国語ࢆ適ษ表現ࡋ，的確理解ࡿࡍ能力ࢆ育成ࡋ，様々࡞作品触ࡢࡢࡶ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀ見

方，感ࡌ方，考え方ࢆ広ࡆ心情ࢆ豊ࡓࡲ。ࡿࡍ言語感覚ࢆ磨ࡁ，言語文化や日ᮏࡢ現代文化，

ྂ典文化࡞幅広ࡃ触ࡏࡉࢀ，国語関ࡿࡍ関心ࢆ深ࡵ，国語や文芸作品ࢆ尊重ࡋ敬愛ࡋ，日ᮏ

人࡛あࡢࡇࡿ誇ࢆࡾ持࡚ࡼࡿうࡿࡍ共，自立ࡓࡋ社会人࡚ࡋ通用ࡿࡍ国語常識やᬑ遍的

。ࡿࡍ育成ࢆ見方や考え方ࡢࡢࡶ࡞

㸱 学習方法

ձ 教科書ࢆ繰ࡾ返ࡋ音ㄞࡿࡍ。

ղ プࣜントࢆ用い࡚漢字ࡢ練習ࢆ行う。

ճ ワ࣮クシ࣮トࢆ利用ࡋㄞ解ࢆ深ࡿࡵ。

մ 問題集ࢆ利用ࡋ，漢字࣭語࣭ྃ国語常識ࢆ身ࡿࡅࡘ。

㸲 学習計画

学期 月 学習内容㸦単元ྡ㸧 学習項࣭学習活動 評価ࡢポイント

㸲 ࣭オ࢚ࣜンテ࣮ション ࣭㸯ᖺ間ࡢ学習計画ࢆ理解ࡍ

。ࡿ

࣭漢字࣭語࣭ྃ文学史 ࣭プࣜントࢆ用い࡚漢字࣭語 ࣭正ࡃࡋ漢字࣭語࣭ྃ文学史ࢆ

第 ࣭ྃ文学史ࢆ学習ࡿࡍ。 身ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡘ。

࣭プࣜントࡢ提出。

࣭問題集 P4～ P7 ࣭漢字ࡢ成ࡾ立ࡘࡕい࡚学 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

習ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

㸳 ࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸯

新ࡋいⓎ見 ࣭㝶筆ࡢㄞࡳ方ࡢ習得。 ࣭正ࡃࡋ内容ࡀ理解࡛ࡓࡁ。

ࡃい࡚ࡋ確立ࡵࡘ見ࢆ自己࣭ࠖࡢ思うࢆ宇ᐂࡐ࡞ࡣ人ࠕ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クシ

㸴 力ࡢ養成。 ࣮トࡢ提出。

࣭問題集 P8～ P13

࣭漢字ࡢ音ࡘい࡚学習ࡾࡗࡋ࣭。ࡿࡍワ࣮クࡾྲྀ組ࡴ

学 ࣭慣用ྃࡘい࡚学習ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸵 ྂ文入門 ࣭歴史的仮ྡ遣いࢆ理解ࡿࡍ。࣭歴史的仮ྡ遣いࢆ理解࡛ࡓࡁ

学習ࠖࡢ典ྂࠕ 。

㸯ࠖࡵࡓࡴㄞࢆ文ྂࠕ

期

࣭問題集 P14～ P19 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭。ࡿࡍい࡚学習ࡘࡊわࡇ࣭

。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸷 ྂ文親ࡴࡋ ࣭話ࡢあࢆࡌࡍࡽ理解ࡿࡍ。 ࣭歴史的仮ྡ遣いࢆ理解ࡋ，話

寝ࠖࡽࡑࡢ児ࠕ ࣭品詞ࡢ種類ࢆ確認ࡿࡍ。 。ࡓࡁ理解࡛ࢆࡌࡍࡽあࡢ

࣭品詞ࡢ活用ࡘい࡚学習ࡍ ࣭品詞ࡢ違いࢆ理解ࡋ，識別ࡍ

。ࡿ 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ



࣭活用ࡢ概念ࡀ理解࡛ࡓࡁ。

࣭ワ࣮クシ࣮トࡢ提出。

第 ࣭問題集 P20～ P25 い࡚学ࡘ表現࡞ࡲࡊࡲࡉ࣭ ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

習ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

10 詩ࡢ楽ࡳࡋ ࣭近代詩࣭現代詩親ࡴࡋ。 ࣭日ᮏࡿࡅ࠾詩ࡘい࡚ࡢ理

道程ࠕ 小ᬒ異情ࠕࠖ 六月ࠖࠕࠖ ࣭詩ࢆㄞࡳ味わう方法ࢆ学ぶ。 解。

࣭Ⓩ場人物ࡢ性格࣭心理࣭行 ࣭詩形ࡢ理解。

動ࢆ的確ㄞࡿྲྀࡳ。 ࣭ワ࣮クシ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提

㸰 出。

࣭問題集 P26～ P31 ࣭ྠ音異義語，ྠ訓異義語 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

。ࡿࡍい࡚学習ࡘ 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

11 生活ࡢ中ࡢ表現 ࣭論理的࡞文章ࡢ展開࣭構成 ࣭論理的࡞文章ࡢ構成ࢆ理解࡛

ࠖࢁࡇࡇࡢ日ᮏ語ࠕ 主ࡢ筆者，ࡽࡀ࡞ࡋ理解ࢆ 。ࡓࡁ

張ࢆ的確捉えࡿ。 ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クシ

学 ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提出。

࣭問題集 P32～ P37 ࣭ྠ義語，対義語ࡘい࡚学 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

習ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

1「 物語ࢆ楽ࡴࡋ ࣭ྂ語辞典ࢆ利用ཱྀࡋ語訳ࡀ ࣭重要ྂ語ࢆ辞書࡛調ࡓࢀࡽ

ࠖࡕࡓࡦ࠾ࡢや姫ࡄࠕ 。ࡿࡍうࡼࡿࡁ࡛ 。

࣭話ࡢあࡽࢆࡌࡍࡽえ，࠾ ࣭あࡽࢆࡌࡍࡽえ，内容ࡀ理

期 。味わうࢆࡉࢁࡋࡶ 解࡛ࡓࡁ。

࣭ᮏ文ࢆㄞࡳ，味わう࡛ࡀࡇ

。ࡓࡁ

࣭ワ࣮クシ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提

出。

࣭問題集 P38～ P43 ࣭故成語ࡘい࡚学習ࡾࡗࡋ࣭。ࡿࡍワ࣮クࡾྲྀ組ࡴ

。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸯 小ㄝࢆㄞࡴ㸦㸧 ࣭短編小ㄝࡢ特色ࢆ理解ࡋ， ࣭Ⓩ場人物ࡢ性格࣭心理࣭行動

羅生門ࠖࠕ 人物ࡢ性格࣭心理࣭行動ࢆ 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿྲྀࡳㄞࢆ

ㄞࡿྲྀࡳ。 ࣭全文ࢆㄞࡳ，展開ࡀ理解࡛ࡁ

࣭小ㄝいう虚構࡚ࡋ࠾ࢆ， 。ࡓ

第 作者ࡀ伝えࡼうࡇࡓࡋ ࣭漢字練習プࣜント，ワ࣮クシ

。ࡿ考えࢆ ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提出。

࣭問題集 P44～ 49 ࣭現代文用語，類義語，言葉 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

ࡍい࡚学習ࡘࡅཷࡾ係ࡢ 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

。ࡿ ࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸱 㸰 漢文入門 ࣭漢文ࢆ理解ࡢ࡛ୖࡿࡍ基ᮏ ࣭漢文ࡢ訓ㄞࡿࡁ࡛ࡀ。

㸯ࠖࡴࡋ親訓ㄞࠕ 的࡞柄ࡘい࡚，ࡢࡑ原 ࣭返ࡾ点ࡢ理解ࡓࡁ࡛ࡀ。

㸰ࠖࡴࡋ親訓ㄞࠕ 則ࢆ知ࡿ。 ࣭ワ࣮クシ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提

࣭漢文ࡢ訓ㄞ慣ࡿࢀ。 出。



࣭問題集 P50～ 55 ࣭比喩表現，敬語，熟語ࡢ構 ࡴ組ࡾྲྀワ࣮クࡾࡗࡋ࣭

学 成ࡘい࡚学習ࡿࡍ。 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸱 故成語 ࣭故成語ࢆ通࡚ࡌ，ྂ代中 ࣭故成語ࡢ意味ࡀ理解࡛ࡓࡁ

五十歩百歩ࠖࠕ 国人ࡢ考え方ࢆ知ࡾ現代 。

。ࡍࡔ見いࢆ共通点ࡢ ࣭返ࡾ点ࡢ理解࣭書ࡁୗࡋ文ࡀ

。ࡓࡁ࡛

期 ࣭ワ࣮クシ࣮ト及ࡧノ࣮トࡢ提

出。

࣭問題集 P56～ 67 ࣭四字熟語ࡘい࡚学習ࡾࡗࡋ࣭。ࡿࡍワ࣮クࡾྲྀ組ࡴ

。ࡓࡁ࡛ࡀࡇ

࣭ワ࣮クࡢ提出。

㸳 学習評価

㸦㸯㸧評価ࡢ観点及ࡧ内容ࡘい࡚

以ୗ示ࡍ㸳ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価ࢆ行い，学ᖺᮎ㸳段㝵ࡢ評ᐃ

。ࡍࡲࡋ総括

評 価 ࡢ 観 点 及 ࡧ 内 容

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 国語࡛伝え合う力ࢆ進࡛ࢇ高ࡶࡿࡵ，言語文化対ࡿࡍ関心ࢆ

深ࡵ，国語ࢆ尊重ࡢࡑ࡚ࡋ向ୖࢆ図ࢁうࡿࡍ。

観点㸰 話࣭ࡍ聞ࡃ能力 目的や場応࡚ࡌ効果的話ࡋ的確聞ࡾࡓࡗྲྀࡁ，話ࡋ合ࡋࡾࡓࡗ

࡚，自ศࡢ考えࡵࡲࢆ，深࡚ࡵいࡿ。

観点㸱 書ࡃ能力 相手や目的，意図応ࡓࡌ適ษ࡞表現ࡿࡼ文章ࢆ書ࡁ，自ศࡢ考え

。ࡿい࡚ࡵ深，ࡵࡲࢆ

観点㸲 ㄞࡴ能力 文章ࢆ的確ㄞࡾࡓࡗྲྀࡳ，目的応࡚ࡌ幅広ࡃㄞ࡚ࡋࡾࡔࢇ，自ศ

。ࡿい࡚ࡏࡉⓎ展，ࡵ深ࢆ考えࡢ

観点㸳 知識࣭理解 伝統的࡞言語文化及ࡧ言葉ࡢ特徴やࡾࡲࡁ，漢字ࡘ࡞い࡚理解ࡋ，

知識ࢆ身付࡚ࡅいࡿ。

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘい࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 観点㸳 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ ○ 学習活動ࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ○ ◎ ○ ◎ 漢字テスト࣭音声テスト࡞

提出物 ◎ ○ ○ ○ ◎ プࣜント࣭ノ࣮ト࡞

ᐃ期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ᖺ間㸳回実施

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特重視ࡿࡍいう意味࡛ࡍ㸧



 

ᖹ成㸰８ᖺ度 現代社会ࡢ学習㸦シࣛバス㸧 
 
㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修༊分，使用すࡿ教科書 

科目名 現代社会 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭༊分 第㸯学ᖺ 

使用すࡿ教科書  最新 現代社会 㸦実教出版㸧 

副教材等  新課程 最新現代社会 演習࣮ࣀト 㸦実教出版㸧 

 
㸰 学習目標 

 人間ࡢ尊㔜科学的࡞探求ࡢ精神基࡙い࡚，広い視㔝立࡚ࡗ，現代ࡢ社会人間ࡘい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡵ
させ，現代社会ࡢ基本的࡞問題ࡘい࡚主体的考察し公正判断すࡶࡿ自ࡽ人間し࡚ࡢ在ࡾ方生ࡁ

方ࡘい࡚考察すࡿ力ࡢ基礎ࢆ養い，良識あࡿ公民し࡚必要࡞能力態度ࢆ育࡚ࠋࡿ     

 
㸱 学習方法 

ձ 教科書ࡢ写真やグࣛフࢆ参考基本事項ࡢ確認ࢆ行うࠋ 
ղ プࣜントࢆ利用し，㔜要事項ࡢ関心ࢆ高ࠋࡿࡵ 
ճ 具体例ࢆ増やし，興味関心ࢆ促すࠋ 
մ 教科書ࡢ࡞事象ࡘい࡚ࡢ質問࡞，身近࡞事ࡽ考え࡚答えࠋࡿ 

 
㸲 学習計画 

学期  学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 
 
㸯 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸴 
 
 
 
 
 
 
 

第㸯部 わࡓしࡢࡕࡓ生ࡿࡁ社会 
第㸯章 地球環境問題 
 㸯．破壊さࡿࢀ地球(1) 
 㸰．破壊さࡿࢀ地球(2) 
 㸱．地球環境問題ࡢ取ࡾ組ࡳ 
第㸰章 資源࣭エࣝࢿギ࣮問題 
 㸯．ࡾࡂあࡿ資源 
 㸰．エࣝࢿギ࣮ࡢ開発利用 
 㸱．人口問題食糧࣭水資源 
 㸲．資源ᚠ環型社会ࡢ形成 
 
第㸱章 生命科学情報技術ࡢ課題 
 㸯．現代་学ࡀ問う生死ࡢあࡾ方 
 㸰．脳死臓器移植 
 㸱．遺伝子技術生命 
 㸲．高度情報化社会情報倫理 
 

第㸰部 現代ࡢ社会人間 
ձ青ᖺ期自己ࡢ形成 
第㸯章 自分ࡽしࡃ生ࡿࡁ 
 㸯．青ᖺ期ࡣ 
 㸰．自己形成ࡢ課題(1) 
 㸱．自己形成ࡢ課題(2) 
 㸲．職業生活社会参加 
第㸰章 人間し࡚ࡃࡼ生ࡿࡁ 
 㸯．哲学人間 
 㸰．宗教人間 
 㸱．科学人間 
 㸲．自由幸福 
 㸳．人間性ࡢ回主体性ࡢ回 
 㸴．他者ࡢ尊㔜 
 

 
࣭地球ࡢ環境問題ࡘい࡚把握すࡿ

ࡕࡓ自分ࡣ問題ࡢࡽࢀこࠊࡶ

理ࢆこࡿ問題࡛あ࡞身近࡚ࡗ

解すࠋࡿ 
࣭資源࣭エࣝࢿギ࣮ࡢ利用࠾い࡚

国家間ࡢ利害ࡢ現状ࢆ認識し，ࡃ

国内，ࡣ࡚ࡗあギ࣮問題ࣝࢿエ

ࡶ動向࡞国際的ࡃ࡞け࡛ࡔ情勢ࡢ

注目し，原子力や新エࣝࢿギ࣮ࡼ

 ࠋࡿ考えࡁࡿうあࡣ発電ࡿ
࣭生死ࡢ在ࡾ方ࡽ人間ࡢ尊厳

新しい死，脳死ࡓࡲࠋࡿい࡚考えࡘ

 ࠋࡿい࡚考えࡘ
࣭遺伝子技術ࡢ可能性，高度情報化

い࡚考ࡘ情報モࣛࣝࡁ対応す

えࠋࡿ 
 
 
 

࣭青ᖺ期ࡢ意義自己形成ࡢ課題

ࢆ方ࡁ生ࡢし࡚い࡚考え，青ᖺࡘ

自覚すࠋࡿ 
 
 
࣭先哲ࡢ思想や宗教ࡢ意義触ࢀ,人
間し࡚い生࡚ࡁいࢆࡁࡃ

考えࠋࡿ 
࣭現代社会࡛ࠕ正義ࠖࠕ公正ࠖࠕ幸

福ࠖࡣいすࡤࢀ㐩成࡛ࡿࡁ,様
々࡞思想家ࡢ主張ࢆ比較しࡽࡀ࡞考

えࠋࡿ 

 
࣭地球環境問題，特地

球温暖化ࡘい࡚ࡢ関心

関わࡢ自己，ࡾࡲ高ࡀ

 ࠋࡓࡁ着目࡛ࡾ
࣭資源ࡣ有限࡛あࡿこ

立場࡛࡞理解し，様々ࢆ

気こࡿあࡀ考え方ࡢ

付ࡁ，そࡢࡽࢀ問題点ࡀ

及ぼす影響ࡘい࡚理解

 ࠋࡓࡁ࡛
࣭科学技術ࡢ進歩ࡀ，人

間ࡢ生命や死ࡢ在ࡾ方

こࡿい࡛ࢇ及ࡀ影響࡛ࡲ

 ࠋࡓࡁ理解࡛ࡀ
 
 
 
࣭生涯࠾けࡿ青ᖺ期ࡢ

意義自己形成，望ࡲし

い職業観࣭勤労観や男女

起用㐨参画社会，社会参

加ࡘ࡞い࡚理解࡛ࡁ

 ࠋࡓ

 
࣭学ぶこࡢ意義，人間

科学，人幸福ࡢし࡚

間ࡢ尊厳，正義自由࡞

ࡓࡁい࡚理解࡛ࡘ

 ࠋ
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

㸵 
 
 
 
 
 

第㸱章 日本人ࡢ࡚ࡋ自覚 
 㸯．古代日本人ࡢ思想 
 㸰．外来思想ࡢ受容伝統 
ղ現代ࡢ民主政治日本国憲法 
第㸯章 現代国家民主政治 
 㸯．民主政治ࡢ基本原理 
 㸰．法ࡢ支配法ࡢ意義・役割 
 㸱．民主政治ࡋࡢくࡳ課題 
 㸲．世界࡞ࡶ࠾ࡢ政治制度 

・日本ࡢ思想宗教ࡢ歴史ࡘい࡚

外来思想ࡢ受容ࡶ，そࡢ伝統

 。ࡿࡍい࡚理解ࡘ
・世界ࡢ主࡞国ࡢ政治体制ࢆ比較ࡋ

い政ࡋࡲ望ࡶࡿࡍ理解ࡽࡀ࡞

治や主権者ࡢ࡚ࡋ参政ࡢ在ࡾ方

 。ࡿい࡚考えࡘ
 

・わࡀ国ࡢ古来ࡽ根付

い࡚いࡿ思想や外来思想

い࡚理ࡘ受容・伝統ࡢ

解࡛ࡓࡁ。 
・近代民主政治ࡢあゆࡳ

通ࢆ歴史的宣言・文書

ࡢ原理ࡢ民主主義，࡚ࡌ

形成過程ࢆ理解࡛ࡓࡁ

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 

 
㸰 

 
学 

 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸷 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 

11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 

第㸰章 日本国憲法ࡢ基本的性格 
 㸯．日本国憲法ࡢ制定 
 㸰．自由生ࡿࡁ権利 
 㸱．ᖹ等生ࡿࡁ権利 
 㸲．社会権参政権・請求権 
 㸳．人権ࡢひࡾࡀࢁ公共ࡢ福祉 
 㸴．ᖹ和主義わࡀ国ࡢ安全 
 㸵．こࡢࡕࢇ防衛問題 
 
第㸱章 日本ࡢ政治機構政治参加 
 㸯．政治機構国会 
 㸰．行政権行政機能ࡢ拡大 
 㸱．公ṇ࡞裁判ࡢ保㞀 
 㸲．地方自治住民福祉 
 㸳．政党政治選挙制度 
 㸴．世論政治参加 

ճ現代ࡢ経済社会国民生活 
第㸯章 現代ࡢ経済社会 
 㸯．経済社会ࡢ変容 
 㸰．市場ࡋࡢくࡳ 
 㸱．現代ࡢ企業 
 㸲．国民所得 
 㸳．経済成長国民ࡢ福祉 
 㸴．金融ࡢ役割 
 㸵．日本銀行ࡢ役割 
 㸶．財政ࡢ役割租税 
 㸷．日本ࡢ財政ࡢ課題 
 
 
第㸰章 日本経済ࡢ特質国民生活 
 㸯．日本経済ࡢあゆ(1)ࡳ 
 㸰．日本経済ࡢあゆ(2)ࡳ 
 㸱．中小企業農業 
 㸲．消費者問題 
 㸳．公害ࡢ防Ṇ環境保全 
 㸴．労働問題労働者ࡢ権利 
 㸵．こࡢࡕࢇ労働問題 
 㸶．社会保㞀ࡢ役割 

 
・日本国憲法ࡢ基本原則政治機構

や民主政治࠾けࡿ世論形成政治

参加ࡢ意義ࢆ࡞理解ࡋ，民主政治

࡚ࡋ人間ࡿࡁ生い࡚主体的࠾

 。ࡿ考えࢆ方ࡁ方生ࡾ在ࡢ
・議会制民主主義権力分立ࡘい

࡚，そࡢ意義や多数決ࡢ原理運用

方法ࡘ࡞い࡚理解ࡶࡿࡍ

，民主政治ࡢ権力分立ࡢ意義ࢆ法ࡢ

支配や基本的人権ࡢ保㞀関連࡙け

࡚理解ࢆ深ࡿࡵ。 
・法関ࡿࡍ基本的࡞考え方ࢆ身

付けࡿ。 
 
 
 

 
・激動ࡿࡍ経済社会ࡘい ,࡚様々࡞
角度ࡽ理解ࡋ,個人や企業ࡢ経済
活動࠾けࡿ社会的責任ࡘい࡚考

えࡿ。 
・金融ࡢ意義や役割ࢆ理解ࡿࡍ

いࡘ手段目的ࡢ金融政策,ࡶ
࡚理解ࡿࡍ。 
・財政ࡢ意義役割・租税ࡘい࡚

理解ࡋ，日本財政ࡢ課題ࢆ考えࡿ。 
・新聞記事ࢆ題材ࡋ,現実ࡢ動ࡁ
関連させࡿ。 
 
・都市型・生活型公害や身近࡞環境

汚染ࡢ事例ࡶࢆ，そࡢ解決ࡣ

法整備ࡔけ࡛࡞ࡣく，個人や企業

ࢆこࡿい࡚ࢀ課さࡀ社会的責任ࡶ

理解ࡿࡍ。 
・近ᖺࡢ雇用や労働ࡢ動向ࢆ，経済

社会ࡢ変化や国民ࡢ勤労権ࡢ確保ࡢ

観点ࡽ考えࡿ。 
・人間࡚ࡋ生活ࡀ保㞀さࡿࢀ社会

保㞀制度ࡢ意義や役割ࢆ理解ࡿࡍ

保ࡢ࡞医療・介護・ᖺ金，ࡶ

険制度ࡿࢀࡽࡳ現状課題ࢆ理解

 。ࡿࡍ

・基本的人権ࡢ保㞀法 
 ࡀわ支配，ᖹ和主義ࡢ
国ࡢ安全࡞日本国憲法 
 い࡚理解ࡘ基本原則ࡢ
 。ࡓࡁ࡛
 
 
 
 
・国民主権議会制民主 
主義࡞日本国憲法ࡢ基 
本原則世論形成や政治 
参加ࡢ意義，民主政治ࡢ 
課題ࡘい࡚理解࡛ࡓࡁ 
 。
 
 
 

・現代ࡢ経済社会࠾け 
 公的部門，ࡁ働ࡢ企業ࡿ
 租税，金融機関役割ࡢ
 い࡚理解ࡘ࡞ࡁ働ࡢ
 。ࡓࡁ࡛
 
 
 
 
 
 
 
・現代ࡢ経済社会࠾け 
 ࡢ産業構造技術革新ࡿ
変化，雇用労働問題， 
公害ࡢ防Ṇ環境保全࡞ 
ࡓࡁい࡚理解࡛ࡘ

。 

 
 
 
 

㸯 
 
 
 

մ国㝿社会人類ࡢ課題 
第㸯章 国㝿政治ࡢ変化 
 㸯．国㝿政治ࡢ特質 
 㸰．国㝿連合国㝿協力 

・主権や国㝿政治，国㝿経済ࡢ࡞

諸問題ࢆ理解ࡋ，国㝿社会࠾けࡿ

日本ࡢ役割や日本人ࡢ生ࡁ方ࢆ考え

 。ࡿ

 
・人権，国家主権，国㝿 
法ࢆ࡞理解࡛ࡓࡁ。 
 
 



 

 

 

 

第 

 

㸱 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱 

 

 

 

 

 㸱．第次世界大戦後ࡢ国際政治 

 㸲．人種࣭民族問題 

 㸳．軍拡競争ࡽ軍縮へ 

 

第㸰章 国際経済ࡢ動向国際協力 

 㸯．国際経済ࡋࡢくࡳ 

 㸰．外国Ⅽ替市場ࡋࡢくࡳ 

 㸱．第次世界大戦後ࡢ国際経済 

 㸲．ࡢࡕࢇࡇ国際経済 

 㸳．発展途上国ࡢ諸課題 

 㸴．経済協力日ᮏࡢ役割 

 

 

 

 

 

 

第㸱部 共生ࡿࡁ社会ࡋࡊࡵࢆ  ࡚

 㸯．ＷＴ㹍体制発展途上国 

 㸰．個人ࡢ自由持続可能࡞社会 

 

 

࣭国際政治ࡣ国連ࢆ中心࡚ࡋ，国

際経済ࡣ貿易やⅭ替ࢆ中心࡚ࡋ身

近࡞問題࡚ࡋ考えࠋࡿ 

 

࣭国際経済ࡣ，輸入品ࡢ価格や海外

旅行࡞身近࡞例ࡶࢆ考えࠋࡿ 

࣭情報通信技術ࡢ発達や世界的࡞規

制緩和ࡾࡼ，経済ࡢグロ࣮バࣝ

地域，ࡋ注目ࡇࡿい࡚ࡋ展開ࡀ

経済統合ࡀ進展すࡿ背景や影響ࡘ

い࡚考えࠋࡿ 

࣭国際協力や国際的࡞援助ࡢ在ࡾ方

く࡞け࡛ࡔ方策ࡢい࡚，国家間ࡘ

主体࡞㔜要ࡶ࡞㹌Ｇ㹍や㹌㹎㹍ࠊ

理由ࡢそ，ࢆࡇࡿい࡚ࡗ࡞

 ࠋࡿ考えࡶ

 

࣭持続可能࡞社会ࡢ形成参画すࡿ

個人ࡢ࡚ࡋ自覚ࡋ，多文共生社

会ࢆ実現ࡉせࡵࡓࡿ必要࡞個人ࡢ

在ࡾ方生ࡁ方ࡘい࡚考えࠋࡿ 

 

 

 

 

࣭経済ࡢ国際，労働力 

࣭資ᮏ࣭技術࣭情報࡞ 

 移動や貿ࡢ地球規模࡛ࡢ

易ࡢ拡大不均衡，南 

問題ࢆ࡞理解࡛ࡓࡁ 

 ࠋ

 

 

 

 

 

࣭持続可能࡞社会，他文 

共生社会や格差貧困 

い࡚，そࡘ࡞解消ࡢ

ࡴ解決所在ࡢ問題ࡢ

け࡚ࡢ課題ࡘい࡚理解

 ࠋࡓࡁ࡛

 

㸳 学習評価 

 (1) 評価ࡢ観Ⅼ及び内容ࡘい  ࡚

   次ࡢ㸲ࡢࡘ観Ⅼ基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価ࢆ行い，学ᖺᮎ㸳段階ࡢ評定総括ࡲࡋすࠋ 

 ࠋすࡲ考え評価基準࡞具体的ࡓ結び付い観Ⅼࡢࡘ㸲ࡣࠖࢺンポࡢ評価ࠕࡓࢀࡉ示学習計画，࠾࡞   

評  価  ࡢ  観  Ⅼ  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 

࣭現代社会ࡢ基ᮏ的問題人間関わࡿ柄対すࡿ関心ࢆ高ࡵ，意欲的

課題ࢆ追求すࡶࡿ，社会的象ࢆ総合的考察ࡼࡋうすࡿ態度ᖹ

和࡛民主的ࡼࡾࡼ࡞い社会ࡢ実現向け࡚参加，協力すࡿ態度ࢆ身付け，

現代社会生ࡿࡁ人間ࡢ࡚ࡋ在ࡾ方生ࡁ方ࡘい࡚自覚ࢆ深ࡼࡵうす

 ࠋࡿ

㸰 思考࣭判断 

࣭現代社会ࡢ基ᮏ的問題人間関わࡿ柄ࡽ課題ࢆ見いࡋࡔ，社会的

象ࡢᮏ質や人間ࡢ࡚ࡋ在ࡾ方生ࡁ方ࡘい࡚広い視㔝立࡚ࡗ多面的࣭多

角的考察ࡋ，社会ࡢ変や様々࡞立場，考え方ࢆ踏ࡲえ公正判断࡚ࡋ，

そࡢ過程や結果ࢆ様々࡞方法࡛適切表現࡚ࡋいࠋࡿ 

㸱 資料活用ࡢ技能࣭表現 
現代社会ࡢ基ᮏ的問題人間関わࡿ柄関すࡿ諸資料ࢆ様々࡞メࢹ

 ࠋࡿい࡚ࡋ活用効果的，࡚ࡋ選択適切ࢆ情報࡞有用，ࡋ収集࡚ࡋ通ࢆ

㸲 知識࣭理解 
現代社会ࡢ基ᮏ的問題人間ࡢ࡚ࡋ在ࡾ方生ࡁ方関わࡿ基ᮏ的࡞柄

や，学び方ࢆ理解ࡋ，そࡢ知識ࢆ身付け࡚いࠋࡿ 

 

いࡘ評価方法ࡢ観Ⅼࠖࡢ評価ࠕ (2)  ࡚

評価方法＼観Ⅼ 観Ⅼ㸯 観Ⅼ㸰 観Ⅼ㸱 観Ⅼ㸲 備    考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ◎  学習活動へࡢ参加ࡢ態度 

提出物 ◎ ◎ ◎ ◎  プࣜン࡞ࢺ 

ノ࣮ࢺ ◎ ○ ○ ○  ᖺ間5回提出 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎  ᖺ間5回実施 

㸦◎ࡣ，観Ⅼࡢ中࡛特㔜視すࡿいう意味࡛すࠋ㸧 



ᖹ成㸰８ᖺ度 数学Ⅰࡢシラバス 
 

㸯 科目ྡ，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用すࡿ教科書 

科目ྡ 数学Ⅰ 単位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸯学ᖺ 

使用すࡿ教科書 東京書籍 新 数学Ⅰ 

副教材等 東京書籍 ニュ࣮ファ࣮スト 新 数学Ⅰ 

 

㸰 学習目標 

 数式,図形計量,2次関数及゙゙࣮タࡢศ析ࡘいて理解さࡏ,ᇶ礎的࡞知識ࡢ 習得技能ࡢ習熟ࢆ

図ࡾ,事象ࢆ数学的考察すࡿ能力ࢆᇵい,数学ࡼࡢさࢆ認識゙ࡼࡿࡁうすࢆࡽࢀࡑ,ࡶࡿ活用す
 ࠋࡿ育てࢆ態度ࡿ

 

㸱 学習方法 

 大ษして欲しいࡣࡢ授業゙すࠋ授業ࢆしࡾࡗ聞いてノ࣮トࠊࡾࢆ授業中ࡢ演習ࡢ中゙理解ࢆ深ࡵ

て欲しい思いࡲすࠊࡓࡲࠋ問題集ࡢ゙࡞復習ࢆ通してࠊ理解しࡓ内容ࢆ定着さࡲࡏしࡻうࠋ 
 ࠋさいࡔてくࡗ味わࢆ喜゙ࡢࡁࡓ苦労して解けࠊひࡐ 

 
㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元ྡ㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

 
 

第 
 

㸯 
 

学 
 

期 
 

 
 

1章 数式 
1節 整式 

1 文字ࢆ使ࡓࡗ式 
2 整式 

 
 

 
 

3 整式ࡢ加法࣭減法 
 

4 整式ࡢ乗法 
5 乗法公式 

 
 

 
 

 
6 因数ศ解 

 
 

 
 

 
 

2節 実数 
1 数ࡢศ類 

2 根号ࢆ含ࡴ式ࡢ計算 
 

 
 

 
 

3節 方程式不等式 
1 1次方程式 

2 不等式 
3 不等式ࡢ性質 

4 不等式ࡢ解ࡁ方 
5 不等式ࡢ利用 

 
 

6 2 次方程式ࡢࡑ解ࡁ方 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

࣭文字式 
 

 
 

 
 

࣭整式ࡢ加法,減法 
 

࣭指数法則 
࣭乗法公式 

 
 

 
 

 
࣭因数ศ解ࡢ公式 

 
 

 
 

 
 

࣭自然数,整数,ศ数,有理数,
無理数 

࣭ᖹ方根 
࣭ᖹ方根ࡢ計算 

࣭ศ母ࡢ有理化 
 

 
 

࣭㸯次方程式 
࣭㸯次不等式 

࣭連立㸯次不等式 
 

 
 

 
 

࣭因数ศ解ࡿࡼ㸰次方程式

 解法ࡢ

࣭ᖹ方根ࡿࡼ㸰次方程式ࡢ

解法 

࣭解ࡢ公式ࡿࡼ㸰次方程式

 解法ࡢ

 
 

 
 文字ࢆ含ࡔࢇ式ࡢ約束ࢆ確認し,正し

く文字式ࢆ扱うこࠋࡿࡁ゙ࡀ 
単項式,単項式ࡢ次数,係数,多項式,項,

定数項,整式,ྠ類項,整式ࡢ次数,高次
式࡞,式ࡘいてࡢ用語ࡢ意味ࢆ理解

し,整式ࢆ整理ず࡞ࡿ, 式ࡘいて
 ࠋࡿす豊ࢆ見方ࡢ

 整式ࡢ加法࣭減法ࡢ仕組ࢆࡳ理解し,
 ࠋࡿࡁ゙ࡀ計算ࡢࡽࢀࡑ

指数法則,単項式ࡢ乗法ࡘいて理解し
,さࡽศ配法則ࢆ用いて整式ࢆ展開す

 ࠋࡿࡁ゙ࡀこࡿ
 乗法公式ࡘいて理解し,乗法公式ࡀ

利用゙ࡓࡲ ࠋࡿࡁ,式ࡢ一部ࢆ置換し
て考え࡞ࡿ,見通しࡗࡶࢆて整式ࢆ展

開すࡿこࠋࡿࡁ゙ࡀ 
 ศ配法則や乗法公式ࢆ逆用いて因

数ศ解すࡿこࡘいて理解し,因数ศ
解ࡢ公式ࡀ利用゙ࡓࡲ ࠋࡿࡁ,式ࡢ一

部ࡢࡘ1ࢆ文字置ࡁ換えて考え࡞ࡿ
,見通しࡗࡶࢆて因数ศ解すࡿごࡀ

 ࠋࡿࡁ
 

 自然数,整数,有理数,無理数ࡢ意味ࢆ
理解して, ࢆࡽࢀࡑ区別゙ࠋࡿࡁさࡽ

数,ࡶࡿいて理解すࡘ実数,
 ࠋࡘࡶࢆ興味こࡿ拡張すࢆ

根号ࢆ含ࡴ式ࡢᇶ本的࡞計算ࢆすࡿこ

いࡘ有理化ࡢศ母,ࡓࡲࠋࡿࡁ゙ࡀ

て理解すࠋࡿ 
 

 1次方程式ࡘいて理解し,1次方程式
 ࠋࡿࡁ゙解くこࢆ

 不等号ࡢ意味ࢆ理解し,数量ࡢ大小関
係ࢆ不等式゙表すこࠋࡿࡁ゙ࡀ 

 不等式ࡢ性質ࢆ用いて不等式ࢆ変形
し,解くこࠋࡿࡁ゙ࡀ 

 1次不等式ࢆ利用して,文章題ࢆ解決
すࡿこࠋࡿࡁ゙ࡀ 

 2次方程式ࡘいて理解し,ᖹ方根ࡢ
考え,因数ศ解,解ࡢ公式ࢆ用いて2次方

程式ࢆ解くこࠋࡿࡁ゙ࡀ 
 

 
 

 
 



2章 2次関数 
 

1 節 2 次関数その゙ラ
フ 

1 関数 
 

2 2 次関数その゙ラフ 
2節 2次関数の値の変化 

1 2次関数の最大値・ 最小
値 

 

 
 

 
 

・㸯次関数 
 

・㸰次関数 
・㸰次関数の頂点 

・平方完成 
・㸰次関数の最大値,最小値 

 
 

 
 

 
 

 
 

 関数の概念の理解し,また,1次関数の
゙ラフをくこࡿࡁ゙ࡀ。 

 2次関数の概念を理解して,2次関数の
゙ラフの特徴を学゙,その゙ラフをく

こࡿࡁ゙ࡀ。また,2次関数� = ��2 +�� + �を� = �ሺ� − �ሻ2 + �の形変形し
,その゙ラフを利用゙ࡿࡁ。 
 2次関数の最大値・最小値ࡘいで

ラフを利用して理解し,そࡽࢀの値を求
を利用しࢀまた,そ。ࡿࡁ゙ࡀこࡿࡵ

て文章題を解決すࡿこࡿࡁ゙ࡀ。 

 

 
 

 第 
 

㸰 
 

学 
 

期 
 

 
 

 
 

 

2 2次関数の゙ラフ2 次

方程式 
 

 
3 2次関数の゙ラフ2 次

等式 
 

 
3章 三角比 

1 三角形 
 

 
 

 
 

 
2 タン゙ェント 

3 サインコサイン 
4 三角比の利用 

 
 

 
 

 
5 三角比の相互関係 

 
 

 
2節 三角比の応用 

1 三角形の面積 
 

2 正弦定理 
 

 
 

 
3 余弦定理 

 
 

 
4 三角比座標 

5 三角比の相互関係 
6 鈍角の三角比計量 

・㸰次関数の゙ラフ 

・㸰次方程式 
 

 
・㸰次等式 

 
 

 
・直角三角形 

・ 三平方の定理 
 

 
 

 
 

 
・三角比の定義 

 
 

 
 

 
 

 
・三角比の相互関係 

 
 

 
・ 三角形の面積 

 
 

・正弦定理 
 

 
 

 
・余弦定理 

 
 

 
・鈍角の三角比 

 

 2次関数の゙ラフ2次方程式の解の

関係を理解し,゙ラフx軸の共有点の 
x座標を求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ。また,式

の見方を豊すࡶࡿ,゙ラフを
活用すࡿこのࡼさを認識すࡿ。 

 2次関数の゙ラフ2次等式の解の
関係を理解し,゙ラフを利用して2次

等式を解くこࡿࡁ゙ࡀ。 
 相似࡞三角形の性質を理解し,辺の長

さを求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ。また,三平方
の定理を理解し,直角三角形の辺の長さ

を求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ。 
 直接測ࡿこ࡞ࡁ゙ࡀい長さ࡞を,

相似࡞直角三角形の辺の比を使ࡗて求

を通して,正接の意味を理解すこࡿࡵ

 。ࡿ
 正弦,余弦の意味を理解すࡿ。また,3

0°,45°,60°の三角比の値を求ࡿࡵこ
 。ࡿࡁ゙ࡀ

 三角比の表の利用の方を学習し,三
角比の表を活用して三角比の値を求ࡵ

また,三角比を利用し。ࡿࡁ゙ࡀこࡿ
て具体的࡞場面の問題を解くこࡼ

 。ࡿ三角比の有用性を認識す,ࡾ
 三角比の相互関係ࡘいて理解し,1 

の三角比ࡘの 2ࡽの三角比の値ࡘ
の値を求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ。また,90°

-A の三角比の値を求ࡿࡵこࡿࡁ゙ࡀ
。 

 えࢀࡽた辺の長さ角の大ࡁさ
ࡿࡁ゙ࡀこࡿࡵ三角形の面積を求,ࡽ

。 
 三角形の角の正弦の値対応すࡿ辺

の長さの関係,さࡽ外接円の半径
の関係を調べて,正弦定理を理解すࡿ

正弦定理を有図形の計量の際,ࡶ
効活用すࡿこࡿࡁ゙ࡀ。 

 三角形の角の余弦の値辺の長さ
の関係を調べて,余弦定理を理解すࡿ

余弦定理を 図形の計量の際,ࡶ
有効活用すࡿこࡿࡁ゙ࡀ。 

 座標を用いて三角比を考え,鈍角や 0
°,90°,180°゙拡張した三角比の意味

を理解ࡿ。 
 角ࡀ鈍角の場合ࡶ,三角比の相互関係

また,180。ࡿを理解すこࡘ立ࡾ成ࡀ
°-θの三角比の値を求 ࡿࡵごࡀ

 。ࡿࡁ
角ࡀ鈍角の場合ࡶ,三角形の面積の公式

,正弦定理,余弦定理ࡀ成ࡾ立ࡘこを
確認すࡿ。また,空間図 形࠾いて,そ

の中含まࡿࢀ三角形着目し,三角比
や定理等を有効活用して,計量の問題



を解決すࡿࡁ゙ࡀࡇࡿ。 
 
 第 
 㸱 
学 

 期 
 

 
 
 

4章 集合論証 
1節 集合論証 
1 集合 
 
 
2 命題集合 
3 命題証明 
 
 
 
 
1節 ゙࣮タࡢศ析 
1 ゙࣮タ度数ศ布表 
 
 
2 代表値 
 
 
 
3 散゙ࡾ゙ࡽあいを表す値 
4 ศ散標準偏差 
 
 
5 相関関係 
6 相関係数 

 
 
࣭集合要素 
࣭共通部ศ 
࣭和集合 
࣭命題 
࣭命題条件 
࣭逆,裏,対偶 
 
 
 
゙࣭࣮タࡢศ析 
 
 
 
࣭中央値,最頻値 
 
 
 
࣭ศ散 
࣭標準偏差 
 
 
࣭相関関係 
࣭相関係数 
 

 部ศ集合,全体集合,補集合,共通部ศ
,和集合ࡢ࡞集合ࡢ表し方,用語,記号
を,図を用い࡚理解し,記号を使࡚ࡗ表
すࡿࡁ゙ࡀࡇ。 
 命題ࡢ真偽反例を考え゙ࡀࡇࡿ
必要条件,十ศ条件,必要十,ࡓま。ࡿࡁ
ศ条件ࡢ意味を知ࡽࡉ,ࡾ図表示ࡼ
 。ࡿ関連࡙け࡚理解す包含関係ࡿ
 命題ࡢ逆,対偶ࡘい࡚理解し,対偶
を利用しࡓ証明法や背理法ࡿࡼ証明

法を学゙,論理的࡞思考力を養う。 
 ゙࣮タࡢ特徴をࡽえやすくすࡓࡿ
度数ศ布 表,ヒスドࣛム,相対,ࡵ
度数ศ布表表すࡁ゙ࡀࡇ,゙࣮タを
整理すࡿ有用性気࡙く。 
 ゙࣮タࡢ特徴を 1 ࡢࡘ数値࡚ࡗࡼ
表せࡇࡿを 理解し,そࢀをᖹ均値,中
央値,最頻値ࡢ࡞代表値゙表すࡀࡇ
 。ࡿࡁ゙
 ゙࣮タࡢศ布ࡢ特徴を表す値し࡚,
代表値ࡔげ ࡣ不十ศ゙あࡽࡇࡿ
,ᖹ均値をࡶしࡓศ散,標準偏差を
理解し,そࢀを求ࡿࡁ゙ࡀࡇࡿࡵ。 
ࡇ表す値を散布図ࡢ組ࡢ変量ࡢࡘ2 
調ࡀ相関関係ࡢ変量ࡢࡘ2 ,࡚ࡗࡼ
べࡇࡿࢀࡽを理解すࡿ。 
 散布図ࡿࡼ相関関係を相関係数
有効ࡿ表せࡀࡉ強ࡢ数値化し,相関ࡾࡼ
性を認識すࡿ。 

 
 
㸳 学習評価 
(1) 評価ࡢ観点及゙内容ࡘい࡚ 
 以下示す四ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡢままࡈࡾ評価を行い，学ᖺᮎ 㸳段階ࡢ評定総括し
ます。 
 。考えます評価基準࡞具体的ࡓ結゙付い観点ࡢࡘ四ࡣポイントࠖࡢ評価ࠕࡓࢀࡉ示学習計画，࠾࡞ 
評  価  ࡢ  観  点  及  ゙  内  容 
㸯 関心࣭意欲࣭態度  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，ࡕࡶ興味࣭関心を諸概念࡞数理的ࡿ関すࠖ

そࡽࢀを意欲的探究すࡶࡿ，数学を活用しࡼうすࡿ。 
㸰 数学的࡞見方や考え方  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖ࠾けࡿいࢁい࡞ࢁ事象ࡘい࡚，数学的

 。ࡿࡁ表現゙，ࡾࡓ考察しえ࡚論理的ࡽ
㸱 数学的࡞技能  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学ࠖࡘい࡚事象を数量や図形を用い࡚適ษ処

理゙ࡿࡁ。 
㸲 知識࣭理解  ࠕ身ࡢ回ࡢࡾ数学 ，概念や原理࣭法則を理解し࡞基ᮏ的ࡿ関すࠖ

知識を身付けࡿࢀࡽ。 

 い࡚ࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ(2)

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ◎ ○ ◎ ◎ プࣜントや問題集。再提出あࡾ。 

ノ࣮ト ◎ ○ ○ ○ 再提出あࡾ。 

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ ᖺ㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中゙特重視すࡿいう意味゙す。㸧 

 
 



ᖹ成㸰㸶ᖺ度 地学基礎 ࡢシࣛバス 

 

㸯 科目名，単位数，ᒚ修学ᖺ，ᒚ修区分，使用すࡿ教科書 

科目名 地学基礎 単位数 㸱，㸰 ᒚ修学ᖺ࣭区分 㸯，㸰学ᖺ 

使用すࡿ教科書 地学基礎 㸦東京書籍㸧 

副教材等 ニュ࣮サポ࣮ト 地学基礎㸦東京書籍㸧 

 

㸰 学習目標 

私ࡢࡕࡓ住ࡴ地球ࡣኴ陽系属すࡿ惑星࡛す。そし࡚そࡢ地球ࡣ今ࡢこࢁ生命ࡢ宿ࡿ唯一ࡢ星࡛

す。そࡢ事実ࢆ踏ࡲえࡁࡓ，自分ࡢ住ࡴ場所ࡘい࡚深く知࠾࡚ࡗくこࡣ決し࡚無駄࡞こࡣ࡛

 。すࡲ思いࡿ分ࡀいこ࡞

地学基礎࡛ࡣ，地球ኴ陽系ࡢそࡢ他ࡢ惑星ࡢ比較や，地球ࡢ成ࡾ立ࡼ࠾ࡕび地球ࡢ地ᒙや地質

養ࢆ見方や考え方࡞総合的ࡿ対す通し࡚，地球ࢆ࡞観察，実験ࡿ関すい࡚学び，地学分野ࡘ

うこࢆ目標しࡲす。 

 

㸱 学習方法 

ձ ＴＶ番組や新聞記事掲載さࡿࢀ，興味あࡿ記事自分ࡽ積極的触࡚ࢀいࡲࡁしࡻう。 

ղ ノ࣮トࡔࡓࡣ板書ࢆ写すࡔけ࡛࡞く，自分分ࡾやすいࡼうࡲࡵࡲしࡻう。 

ճ 授業ࡢ復習ࢆ問題集やࣜࣉントࢆ使用し࡚適宜行い，知識ࡢᐃ着ࢆ図ࡲࡾしࡻう。 

մ 実験࣭観察ࡣそࡢ目的や方法ࢇࡕࡁࢆ理解しࡓ上࡛臨ࡲࡳしࡻう。 

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポイント 

第 

㸯 

学 

期 

㸯．私ࡢࡕࡓ宇ᐂࡢ進化 

㸯章 宇ᐂࡢ構造進化 

 

 

 

 

 

㸰章 ኴ陽惑星 

 

 

 

 

 

 

 

㸰．私ࡢࡕࡓ変遷生物ࡢ

進化 

 

㸯 ビッグバン宇ᐂࡢ進化 

㸰 宇ᐂ原理宇ᐂࡢ膨張 

㸱 ኳ体ࡢ誕生 

㸲 銀河ኳࡢ川銀河 

㸳 銀河ࡢ集団大規模構造 

 

㸯 ኴ陽系ࡢ惑星進化 

㸰 惑星࣭小惑星࣭彗星ࡢ起源 

㸱 ኴ陽ࡢ進化そࡢ最後 

㸲 ኴ陽ࡢ特徴 

㸳 ኴ陽ࡢ活動地球へࡢ影響 

㸴 地球型惑星木星型惑星 

㸵 ኴ陽系ࡢ広ࡾࡀ地球 

 

㸯 原始地球ࡢ誕生 

㸰 先カンࣜࣈア時代 

࣭宇ᐂࡢ成ࡾ立ࡕ現在࡛ࡲ

 。ࡿ理解すࢆࡾ変わࡾ移ࡢ

࣭ኳࡢ川銀河ࡢ構造や宇ᐂ࡛

 。ࡿい࡚理解すࡘ位置ࡢ

࣭そࡢ他ࡢ銀河ࡢ存在ࡘい

࡚理解すࡿ。 

 

࣭ኴ陽系ࡢ構造ࢆ理解すࡿ。 

࣭ኴ陽ࡢ構造ࡼ࠾びそࡢ行く

末ࡘい࡚理解すࡿ。 

࣭地球型惑星木星型惑星ࡢ

特徴ࢆ説明࡛ࡿࡁ。 

 

 

 

࣭地球ࡔけࡀ水生命ࡢあࡿ

星ࡓࡗ࡞理由及び地球誕生



㸯章 生命の変遷 

 

 

 

 

㸱 古生代 

㸲 中生代 

㸳 新生代 

時の様子ࡘい࡚理解すࡿ。 

࣭地質時代生物の変遷の

関係を把握すࡿ。 

࣭化石を通し࡚生物の進化の

道筋を理解すࡿ。 

第 

㸰 

学 

期 

㸰章 地層や岩石の観察 

 

 

 

 

 

㸱．私たちの地球 

㸯章 大地その動ࡁ 

 

 

 

 

㸰章 地震 

 

 

 

 

㸱章 火山 

 

 

 

㸯 地層の構成 

㸰 地層古環境 

㸱 地質構造 

 

 

 

 

㸯 地球の形大ࡁさ 

㸰 地球の構造 

㸱 地球内部の動ࡁ 

㸲 プ࣮ࣞࢺの境界 

 

㸯 地震の࣓カニ࣒ࢬ 

㸰 海溝の地震 

㸱 活断層 

㸲 地震ࡿࡼ災害防災 

 

㸯 火山ࡿࡁ࡛ࡀ場所 

㸰 火山活動の多様性 

㸱 火成岩の観察 

㸲 火山の恵み災害 

࣭様々࡞地層堆積物ࡘい

࡚理解すࡿ共，化石ࡽ

古環境を探ࡿ方法を学ぶ。 

࣭断層࣭褶曲࣭不整合を理解

すࡿ。 

 

࣭地球の形や大ࡁさの求め方

を学び，地球の内部ࡀ層構造

࡛あࡿこを理解すࡿ。 

࣭プ࣮ࣞࢺその境界の様々

 。ࡿい࡚理解すࡘࡁ動࡞

 

࣭地震の࣓カニ࣒ࢬや地震

い࡚ࡘ災害やその影響ࡿࡼ

学ぶ。 

 

 

࣭火山の形成場所や火山の特

性，火成岩の分類ࡘい࡚理

解すࡿ。 

࣭火山の恵み災害ࡘい࡚

深く学ぶ。 

第 

㸱 

学 

期 

㸲章 大気海洋 

 

 

 

 

 

 

㸯 地球の大気 

㸰 地球の熱収支 

㸱 大気の大循環 

㸲 海水その運動 

㸳日本の海の恵み災害 

 

 

࣭大気の組成や大気圏の構造

 。ࡿい࡚理解すࡘ

࣭地球の熱収支や大気の大循

環ࡘい࡚理解すࡿ。 

࣭海水の特性ࡘい࡚学ぶ。 

࣭日本の海の恵み災害ࡘ

い࡚深く理解すࡿ。 

 

㸲．私たちの地球のこࢀ

 ࡽ

㸯章 地球環境の考え方 

 

 

 

 

 

㸯 地球シࢫテ࣒ 

㸰 時間࣭空間ࢫケ࣮ࣝ 

㸱 フィ࣮ࢻバックのしくみ 

 

 

 

࣭フィ࣮ࢻバックや相互作用

いࡘ࣒テࢫた地球シࡗい

࡚理解すࡿ。 



㸰章 自然環境ࡢ変動 

 

 

 

 

㸱章 日ᮏࡢ自然環境 

 

 

 

㸲章 ࡢࡽࢀࡇ地球環境  

㸯 自然環境ࡢ変化 

㸰 人間活動ࡽࡓࡶࡀす自然環

境ࡢ変化 

 

 

㸯 日ᮏࡢ自然ࡽࡓࡶࡀす恩恵 

㸰 日ᮏ࠾けࡿ自然災害 

㸱 災害人間 

 

㸯 世界ࡢ取ࡾ組ࡳ 

㸰 代替エࣝࢿギ࣮ 

㸱 持続可能࡞発展へ 

࣭自然環境ࡢ変化ࡘい࡚把

握すࡿ。 

࣭人間活動ࡿࡼ様々࡞環境

問題ࡘい࡚理解を深ࡿࡵ。 

 

日࣭ᮏࡢ自然ࡽࡓࡶࡀす恩恵

や災害ࡘい࡚学ぶ。 

 

 

環࣭境問題対すࡿ世界規模

 。ࡿを理解すࡳ組ࡾ取ࡢ࡛

 

㸳 学習評価 

㸦㸯㸧 評価ࡢ観点ࡼ࠾び内容ࡘい࡚ 

以下示す㸲ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価を行い，学年ᮎ㸳段階ࡢ評定

࡞具体的ࡓいࡘ結び観点ࡢࡘ㸲ࡣポイントࠖࡢ評価ࠕࡓࢀࡉ示学習計画，࠾࡞。すࡲ総括し

評価基準考えࡲす。 

評 価 ࡢ 観 点 ࡼ ࠾ び 内 容 

㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ 日常生活や社会ࡢ関連を図ࡽࡀ࡞ࡾ地球や地球を取ࡾ巻く環境ࡘい

࡚関心をࡕࡶ，意欲的探究しࡼうすࡶࡿ，地学的࡞事物࣭現

象を一連ࡢ時間ࡢ流ࡢࢀ中࡛ࡽえ࡞ࡿ，科学的࡞見方や考え方を身

 。ࡿ付け࡚い

㸰ࠕ思考࣭判断࣭表現ࠖ 地球や地球を取ࡾ巻く環境関すࡿ事物࣭現象ࡢ中問題を見いࡔし，

探究すࡿ過程を通し࡚，事象を科学的考察し，導ࡁ出しࡓ考えを的確

 。ࡿ表現し࡚い

㸱ࠕ観察࣭実験ࡢ技能ࠖ 地球や地球を取ࡾ巻く環境関すࡿ観察࣭実験࡞を行い，基ᮏ操作を

習得すࡶࡿ，そࡢࡽࢀ過程や結果を的確記録࣭整理し，自然ࡢ

事物࣭現象を科学的探究すࡿ技能を身付け࡚いࡿ。 

㸲ࠕ知識࣭理解ࠖ 地球や地球を取ࡾ巻く環境ࡘい࡚，原理࣭法則を理解し，知識を身

付け࡚いࡿ。 

 

㸦㸰㸧ࠕ評価ࡢ観点ࠖࡢ評価方法ࡘい࡚ 

評価方法 観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ◎ ○ 授業中ࡢ態度。 

提出物 ○ ○ ◎ ○ プࣜントや問題集。 

 。ࡾト ◎ ○ ○ ○ 年㸳回提出。再提出あ࣮ࣀ

定期考査 ○ ◎ ○ ◎ 年㸳回考査。 

㸦◎ࡣ観点ࡢ中࡛特重視すࡿいう意味࡛す。㸧 



ᖹ成㸰８ᖺ度 体育ࡢ学習ࡢシラバス 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 体 育 単位数 㸱 履修学ᖺ࣭区分 第㸯学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  ࡋ࡞ 

副教材等  ࡋ࡞ 

 

㸰 学習目標 

現代社会ࡿࡅ࠾スポ࣮ツࡢ意義や必要性ࢆ理解ࡋ，生涯わࡾࡓ自ࡀࡽ運動ࢆ実践࡛ࡿࡁ能力ࢆ身付ࡿࡅ。まࡓ，正

，ࡋࡓ果ࢆ学び，༠力࣭責任ࢆ特性ࡢや各領域࣭各種目ࡇࡴ組ࡾྲྀ授業ࡾᏲࢆ時間࣭࣮ࣝࣝ，ࡋ配慮い服装࡛Ᏻ全ࡋ

運動ࢆ楽ࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋ目標ࡿࡍ。 

 

㸱 学習方法 

様々࡞運動ࢆ通࡚ࡋ，体ࢆ動ࡢࡇࡍ楽ࡋさࢆ味わうࡶ，周囲༠力ࡽࡀ࡞ࡋ技能࣭体力ࢆ向上さࡿࡏ。まࡓ，

自分ࡢ体ࡢ特徴ࢆ知ࡀࡇ，ࡾ強いࡀࡇ，ࡢ弱いࡢまࡎ把握ࡋ，自分合࣮ࣞࢺࡓࡗニンࢆࢢ組࡛ࢇ実践ࡀࡇࡿࡍ

 。養うࢆ能力ࡿࡍ実践，ࡋい࡚意識ࡘ学び，体力向上や健康科学的ࡽ体育理論。ࡿࡍうࡼࡿࡁ࡛

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

〇集団行動 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

〇球技 

㺙㺍㺔㺎,㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷, 

༟球,㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻 

〇水泳 

ձ姿勢ղ方向変換ճ集合，整ࢇ，番号，

解散մ列ࡢ増減յ開列ն行進շ礼 

࣭体ほࡢࡋࡄ運動，体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

 

ձ࣮ࣝࣟࢡղᖹ泳ࡂճ背泳ࡂմバࣇࢱライ

յ横泳ࡂ 

࣭基本動作㸦姿勢࣭方向転換࣭集合࣭整頓  ࣭

 番号࣭列ࡢ増減㸧ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭持久性，スࢻ࣮ࣆ，筋力ࡢ向上ࢆ目指ࡋ 

 。ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ組ࡾྲྀ 

࣭自己ࡢ目標ࢆ設定ࡋ，目標ࡾྲྀ組ࡔࢇ 

 。ࡓࡁ࡛ࡾࡓࡋム内࡛༠力࣮ࢳ，ࡾ 

 自分，うࡼࡿࡆ泳ࡃ速ࡾࡼ，ࡃ長ࡾࡼ࣭

 ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ組ࡾྲྀ࡚ࡌ応能力ࡢ 

 。 

第 

㸰 

学 

期 

〇体力ࡾࡃࡘ運動 

〇体育理論 

柔道,ࢲンス 

〇選択ձ 

㺨㺼㺸㺎㺬㺼㺎㺷,㺝㺪㺢㺬㺼㺎㺷, 

༟球,㺡ﾆ㺛 

〇選択ղ 

㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷,㺙㺍㺔㺎 

㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻,༟球 

࣭体力ࢆ高ࡿࡵ運動 

࣭体育理論 

࣭柔道㸦ཷ身࣭寝技࣭立ࡕ技等㸧 

 ンス等㸧ࢲンス，創作ࢲࢡォ࣮ࣇンス㸦ࢲ࣭

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

࣭礼儀作法࣭技ࡢ習得ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭身体全体࡛動ࢆࡁ表現࡛ࡓࡁ。 

࣭㺙㺎㺩㺼㺛，㺨㺽㺛，㺸㺚㺎㺪㺼，㺛㺨㺽ｲ㺖ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺕㺊㺍㺟㺬㺼㺎㺷，㺨㺼㺍㺡ｨ㺻㺖㺼ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺙㺎㺩㺼㺛，㺛㺭㺍㺚㺋，㺬㺼㺸㺎ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺚㺻㺖㺼㺷㺛及び㺞㺼㺪㺼㺷㺛ࡢゲ࣮ムࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺨㺽㺛，㺕㺊㺍㺟，㺢㺼㺶㺪㺼㺷，㺚㺋㺎㺢ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺨㺽㺛，㺢㺵㺍㺪㺽，㺢㺼㺶㺪㺼㺷，㺚㺋㺎㺢࡛ࡓࡁ。 

 。ࡓࡁ࡛ࡀゲ࣮ム,ࡋ理解ࢆ࣮࣭ࣝࣝ

第 

㸱 

学 

期 

〇体育理論 

〇選択ճ,մ 

㺨㺼㺸㺎㺬㺼㺎㺷,㺡ﾆ㺛,༟球,

㺨㺼㺢㺼㺮㺻㺢㺻,㺝㺪㺢㺬㺼㺎㺷, 

㺨㺼㺛㺗㺍㺢㺬㺼㺎㺷,㺙㺍㺔㺎, 

持久走 

࣭体育理論 

࣭基本技術ࡢ習得 

࣭ゲ࣮ム 

࣭㺚㺻㺖㺼㺷㺛及び㺞㺼㺪㺼㺷㺛ࡢゲ࣮ムࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺙㺎㺩㺼㺛，㺛㺭㺍㺚㺋，㺬㺼㺸㺎ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺨㺽㺛，㺕㺊㺍㺟，㺢㺼㺶㺪㺼㺷，㺚㺋㺎㺢ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭㺙㺎㺩㺼㺛，㺨㺽㺛，㺸㺚㺎㺪㺼，㺛㺨㺽ｲ㺖ࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭自ࡢࡽペ࣮スࢆ知ࡾ，一定ࡢペ࣮ス࡛長 

 い距離ࢆ走ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ。 

 

 

㸳 学習評価 

評価ࡣ，観点㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ，観点㸰ࠕ思考࣭判断ࠖ， 観点㸱ࠕ運動ࡢ技能ࠖ，観点㸲ࠕ知識࣭理解ࠖいう㸲

 。ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ次，ࡣ評価方法。ࡍ基࡙い࡚行いま観点ࡢࡘ

 

 



 
(1) 評価ࡢ観点及び内容ࡘい  ࡚

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 
運動ࡢ楽ࡋさや喜びを深く味わうこࡿࡁ࡛ࡀよう，公正，協力，責任，

参画࡞対ࡿࡍ意欲を持ち，健康࣭安全を確保࡚ࡋ学習主体的取ࡾ組

 。ࡿい࡚ࡋうࡶ

㸰 思考࣭判断 

 生涯わたࡿ豊࡞スポ࣮ツライフࡢ実現を目指࡚ࡋ，自己や仲間ࡢ課題

た，自己や仲ࡲ。ࡿい࡚ࡋ方を工夫ࡳ組ࡾ取ࡢࡵたࡿࡍ⥆⥅た運動をࡌ応

間ࡢ状況応࡚ࡌ体力を高ࡿࡵたࡢࡵ運動を⥅⥆ࡿࡍたࡢࡵ計画を工夫ࡋ

࡚いࡿ。 

㸱 運動ࡢ技能 
 運動ࡢ合理的࡞実践を通࡚ࡋ，運動ࡢ特性応࡚ࡌ勝敗を競ࡗたࡾ，攻防

を展開ࡋたࡾ，表現ࡋたࡿࡍࡾたࡢࡵ各領域ࡢ運動ࡢ特性応ࡌた段階的࡞

技能を身付け࡚いࡿ。 

㸲 知識࣭理解 

 選択ࡋた運動ࡢ技術㸦技㸧ࡢ名称や行い方，体力ࡢ高ࡵ方，課題解決ࡢ方

法，練習や発表ࡢ仕方，スポ࣮ツを行う際ࡢ健康࣭安全ࡢ確保ࡢ仕方ࡘい

，特徴ࡢスポ࣮ツࡢ歴史，文化的特性や現代ࡢ方法，スポ࣮ツ࡞具体的ࡢ࡚

運動やスポ࣮ツࡢ効果的࡞学習ࡢ仕方及び豊࡞スポ࣮ツライフࡢ設計ࡢ

仕方を理解࡚ࡋいࡿ。 

 

いࡘ評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ (2)   ࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備  考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ ○ 授業中ࡢ態度，取ࡾ組ࡳ。準備࣭片付け，協力等。 

実技 ◎ ○ ◎ ◎ 練習やゲ࣮ム等。 

技能テスト ○ ◎ ◎ ◎ 種目や学期毎࡛実施。 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特重視ࡿࡍいう意味࡛ࡍ。㸧 



ᖹᡂ㸰㸶ᖺ度 保健ࡢシラバࢫ 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 保 健 単位数 㸯 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸯学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  最新高等保健体育 㸦大修館書店出版㸧 

副教材等  最新高等保健体育ノ࣮ト㸦大修館書店出版㸧 

 

㸰 学習目標 

 新࡞ࡓ健康問題ࡢⓏ場ࡶ，健康ࡽࡢえ方や健康をᏲࡿ活動ࡶ変化࡚ࡁ࡚ࡋいまࡍ。自ศࡍ，ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡕࡓ

 。ࡍ࡛こ࡞必要ࡵࡓࡿࡍ保持増進を実現ࡢ健康ࡀ人々ࡢ࡚

保健࡛ࡣ，個人及び社会生活ࡿࡅ࠾健康࣭Ᏻ全ࡘい࡚理解を深ࡼࡿࡵうࡋ，生涯を通࡚ࡌ自ࡢࡽ健康を適ษ管理

 。ࡍまࡋを目標こࡿ資質や能力を育࡚ࡢࡵࡓࡃい࡚ࡋ改善，ࡋ

 

㸱 学習方法 

社会ࡢ大࡞ࡁ変化ࡢ中࡛，健康やᏳ全ࡢ問題ࡣ多様化࡚ࡋいまࡍ。ձ新聞や雑誌，テࣞビ番組やニュ࣮࡛ࢫ，保健㸦健康

問題ࡶ含ࡴ㸧ࡢ内容を扱ࡣࡢࡶࡓࡗ意識的見ࡼࡿう心ࡅࡀまࡻࡋう。ղ健康問題そࡢᑐ策ࡘい࡚学びまࡍ。教科書࣭

ノ࣮トを参考授業内容ࡢ予習࣭復習をࡾࡗࡋ行いまࡻࡋう。ճ実習を通࡚ࡋ実際ࡢ生活ࡢ中࡛使うこࡀあࡶࡿ知

 。うࡻࡋまࡅ付身ࡾࡗࡋをいこ࡞ࢀ

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事㡯࣭学習活動 評価ࡢポイント 

第 

 

㸯 

 

学 

 

期 

現代社会健康 

㸯健康ࡢ考え方ᡂࡾ立ࡕ 

㸰私ࡢࡕࡓ健康ࡓࡀࡍࡢ 

㸱健康関ࡿࡍ意志決定࣭行動選

択環境࡙ࡾࡃ 

㸲生活習慣病そࡢ予防 

㸳食事健康 

㸴運動࣭休養健康 

㸵喫煙健康 

 

 ࣭ Ｗ㹆㹍 

 ࣭ 㺫ﾙ㺛㺪ﾟﾛﾓｰ㺚ｮﾝ 

 ࣭ ᖹ均ᑑ，ᖹ均余 

 ࣭ 予防法 

 ࣭ 生活習慣病 

 ࣭ 㸳大栄養素 

 ࣭ 有酸素運動 

 ࣭ 受動喫煙 

࣭Ｗ㹆㹍憲章を理解ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。 

健࣭康ࡼࡢࡣう࡞要因ࡀわ࡚ࡗいࡢࡿを

説明࡛ࡼࡿうࡓࡗ࡞。 

早࣭期Ⓨ見，早期治療今後ࡢ生活習慣ࡀ重要࡛あ

 。ࡓࡁを理解࡛こࡿ

࣭自ศࡢ食生活を振ࡾ返ࡿこࡓࡁ࡛ࡀ。 

運࣭動及び休養ࡀ健康ࡢ保持増進࡚ࡗ重要࡛あ

 。ࡓࡁ理解࡛ࡀこࡿ

࣭健康問題ࡀ，個人社会ࣞベ࡛ࣝ説明࡛ࡓࡁ。 

第 

 

㸰 

 

学 

 

期 

㸶飲酒健康 

㸷薬物乱用健康 

10感染症そࡢ予防 

11性感染症࣭エイࢬそࡢ予防 

12欲求適応機制 

13心身ࡢ相関ࢫトࣞࢫ 

14心ࡢ健康ࡵࡓࡢ 

 ࣭ 飲酒ࡢ問題点 

 ࣭ 薬物乱用 

 ࣭ 新ࡋい感染症 

 ࣭ HIV，AIDSࡘい  ࡚

 ࣭  適応機制࡞まࡊまࡉ

 ࣭ 心身相関 

 ࣭  ᑐ処法ࡢࢫトࣞࢫ

࣭薬物ࡢ誘惑，͆ 絶ᑐ㹌㹍！͇言えࡿ自ศࡀ

大ษ࡛あࡿこࡀ理解࡛ࡓࡁ。 

性࣭感染症，エイࡘࢬい࡚個人ࡀ具体的࡞ᑐ策を

考えࡼࡿࢀࡽうࡓࡗ࡞。 

欲࣭求ࡘい࡚理解ࡋ，様々࡞適応機制を説明࡛ࡁ

 。ࡓࡗ࡞うࡼࡿ

࣭心体ࡢ働ࡀࡁ相互影響ࡋ合う関係࡛あࡿ 

 こを知ࢫ,ࡾトࣞࡢࢫᑐ処方法を理解  ࡛

 。ࡓࡁ 

第 

㸱 

学 

期 

15交通事故ࡢ現状要因 

16交通事故を防ࡵࡓࡄ 

17応急手当ࡢ意義そࡢ基本 

18日常的࡞応急手当 

19心肺蘇生法ࡢ原理࠾こ࡞い方 

 ࣭ 事故ࡢ原因 

 ࣭ Ᏻ全࡞交通社会 

 ࣭ Ｒ㹇㹁㹃ࡘい  ࡚

 ࣭ 心肺蘇生法ࡢ実習 

怪࣭ᡃや熱中症ࡢ応急手当ࡢ手㡰や方法そࡢ予防

を理解ࡿࡍこࡓࡁ࡛ࡀ。 

࣭心肺蘇生法を理解ࡼࡿࡁ࡛，ࡋうࡓࡗ࡞。 

気道確保→吸観察→人工吸→胸骨圧迫→Ａ

㹃㹂ࡢ正ࡋい理解技術࣭ 手㡰を身付ࡿࡅこ

 。ࡓࡁ࡛ࡀ

 

㸳 学習評価 

評価ࡣ，観点㸯ࠕ関心࣭意欲࣭態度ࠖ，観点㸰ࠕ思考࣭判断ࠖ， 観点㸱ࠕ知識࣭理解ࠖいう㸱ࡢࡘ観点基࡙い࡚行い

まࡍ。評価方法ࡣ，次ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ。 

 



 
(1) 評価ࡢ観点及び内容つい  ࡚

評  価  ࡢ  観  点  及  び  内  容 

㸯 関心࣭意欲࣭態度 現代社会健康つい࡚関心を持ち，意欲的学習取ࡾ組もうすࡿ。 

㸰 思考࣭判断 
 現代社会健康つい࡚，課題ࡢ解決を目指し࡚総合的考え，判断し，

そࡽࢀを表し࡚いࡿ。 

㸱 知識࣭理解 
 現代社会健康つい࡚，課題ࡢ解決役立つ基礎的࡞事項を理解し࡚い

 。ࡿ

 

つい評価方法ࡢ観点ࠖࡢ評価ࠕ (2)   ࡚

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 備    考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ◎ ○ 授業中ࡢ態度，取ࡾ組み。 

ノ࣮ト ◎ ○ ◎  年間㸱回提出 

課題࣭宿題 ◎ ○ ◎  毎時間 

定期考査 ○ ◎ ◎ 年間㸱回実施 

㸦◎ࡣ，観点ࡢ中࡛特重視すࡿいう意味࡛す。㸧 



ᖹ成㸰８ᖺ度 音楽Ⅰࡢ学習㸦シࣛࢫࣂ㸧 

 

㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 音楽Ⅰ 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区分 第1学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書 ON!㸯  音楽之友社 

副教材等  

 

㸰 学習目標 

㸯 歌唱を通ࡋ ,࡚旋律や歌詞ࡢ美ࡋさ,࣮ࣁモニ࣮ࡢ響ࡁを味わうこࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

㸰 器楽を通ࡋ ,࡚楽器ࡢ演奏技術を高め,合奏࡛協調性を養い,演奏ࡿࡍ楽ࡋさを味わうࠋ 

㸱 鑑賞を通ࡋ ,࡚様々࡞分㔝ࡢ音楽を味わい,豊࡞心を育࡚ࠋࡿ 

㸲 楽典を通ࡋ ,࡚音楽ࡢ基礎知識を学び,理解を深めࠋࡿ 

 

㸱 学習方法 

㸯 歌唱࠾い࡚ࡣ,季節ࡢ歌や外国語ࡢ歌࡞様々࡞分㔝を取ࡾ入ࢀ,曲ࡢ特徴を知ࡲ,ࡾた合唱を通࡚ࡋ

美ࡋい響ࡁを表現ࠋࡍࡲࡋ 

㸰 器楽࠾い࡚ࢠ,ࡣタ࣮࡛楽器ࡢ構造を知ࡾ,奏法や指使い,響ࡁつい࡚学びࠋࡍࡲ 

  個人ࡢ進度応࡚ࡌ課題を設定ࡋ,練習ࠋࡍࡲࡋ 

㸱 鑑賞࠾い࡚ࡣ,様々࡞分㔝ࡢ音楽を鑑賞ࡋ,感想記録を通ࡋ ,࡚興味関心を深めࠋࡍࡲ 

㸲 実技࠾い࡚ࡣ,学習記録表を用い ,࡚個人ࡢ進度状況を把握࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ  

 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポインࢺ 

第 

㸯 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭校歌࣭日本唱歌 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦音階㸧 

 

࣭鑑賞࣭࣭西洋音楽 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭音符休符 

࣭校歌を歌い,愛校心を育࡚ࠋࡿ 

ࡽさくࠕ ,を歌い࡞道ࠖࡢこࠕࠖ

発声留意ࡽࡀ࡞ࡋ日本唱歌

を味わうࠋ 

指ࡢ音階ࠋࡿ構造を知ࡢタ࣮ࢠ࣭

使いを知ࠋࡿ 

࣭古典派ࡢ音楽を鑑賞ࠋࡿࡍモ࣮

ツアࣝࢺを知ࠋࡿ 

聴࣭音1ࡣオࢡタ࣮ࡢࣈ単音を聴

音符休符ࠋ書く楽譜,ࡾ取ࡁ

 ࠋࡿ基礎知識を知ࡢ

  

࣭校歌ࡢ歌唱試験を行うࠋ 

 㸦歌詞把握࣭声㔞࣭音程࡞㸧 

 

 

࣭音階試験を行うࠋ 

㸦指使い࣭音色࡞㸧 

࣭鑑賞ࡢ感想提出࣭モ࣮ツアࣝࢺを

 ࠋࡿめࡲ

࣭楽典࣭聴音ࡢ小テࢺࢫを行うࠋ 

 㸦聴音ࡣ 1オࢡタ࣮ࣈ単音㸧 

第 

㸰 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭季節ࡢ歌࣭外国語 

 

 

 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦コ࣮ࢻ㸧 

 

 

思い出ࡢ夏ࠕ࣭ を歌࡞紅葉ࠖࠕࠖ

い,歌詞ࡢ美ࡋさや季節感を味

わうࡲࠋた三部合唱࡛࣮ࣁモニ

 ࠋさを味わうࡋ美ࡢ࣮

࣭英語ࠕlet it beࠖを通ࠊ࡚ࡋ

歌詞ࡢ意味やࣜࢬムを味わい,

親ࡳࡋを持つࠋ 

押さえ方を覚ࡢࢻコ࣮ࡢタ࣮ࢠ࣭

えࠋࡿコ࣮ࡢࢻ構造つい࡚知

,࡚ࡋ演奏をࢻコ࣮࡞簡単ࠋࡿ

࣭単旋律合唱ࡢ歌唱試験を࣮ࣝࢢ

 㸦声㔞࣭音程࣭表現㸧ࠋ行う࡛ࣉ

 

 

 

 

 

࣭コ࣮ࡢࢻ押さえ方ࡢ試験をࠊ曲演

奏を通࡚ࡋ行うࠋ 

  



 

࣭鑑賞࣭࣭日本音楽 

 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭楽語 

和音ࡢ響きを味わうࠋ 

࣭長唄や歌舞伎ࡢ鑑賞を通࡚ࡋ,

そࡢ意味や,伝統音楽を味わ

うࠋ 

聴࣭音ࡣ単音2和音を聴き取ࡾ,

楽譜ࡢ書き方を学ぶࠋ 

 楽語を覚えࠋࡿ 

 

 

࣭鑑賞ࡢ感想提出ࠋ 

伝統音楽をまࠊࡵ提出ࠋ 

 

࣭楽典࣭聴音小テࢫトを行うࠋ 

 㸦聴音ࡣ 単音ࣈタ࣮ࢡ࢜1 2和

音㸧 

第 

㸱 

学 

期 

࣭歌唱࣭࣭季節ࡢ歌࣭外国語 

 

 

 

࣭器楽࣭࣭ࢠタ࣮㸦まࡵ㸧 

 

 

࣭鑑賞࣭࣭࣑ュ࣮࢝ࢪ  ࣝ

 

 

࣭楽典࣭࣭聴音࣭音階 

 

 

 

࣭まࡵ 

࣭季節ࡢ歌ࡢ合唱や,イタࣜア語

を味࣒ࢬ歌を歌い,旋律やࣜࡢ

わうࠋ外国語ࡣ発音留意ࡍ

 ࠋࡿ

選࡚ࡌ応進ᗘࡢ個人ࡣタ࣮ࢠ࣭

曲ࡋ,練習ࣞࣉ࣮ࣝࢢࠋࡿࡍッ

 ࠋンを行うࢫ

࢝ࢪュ࣮࣭࣑ 怪人ࡢペࣛᗙ࢜ࠕࣝ  ࠖ

 を鑑賞ࠋࡿࡍ 

 

聴࣭音࣒ࢬࣜࡣ聴音ࡢ書き方を知

 ࠋ㸦四ศ音符࣭八ศ音符㸧ࡿ

長調࣭短調ࡢ音階を覚えࠋࡿ 

 

季࣭節ࡢ歌ࡢ三部合唱࡛ハ࣮モニ

 ࠋࡿࡌを感ࡉࡋ美ࡢ࣮

 

発࣭音や発声留意ࡋ,イタࣜア語歌

唱試験を行うࠋ㸦発声࣭ 発音࣭ 音程㸧 

 

 

選࣭曲応ࡌ 発表会を行ࣉ࣮ࣝࢢ࡚,

うࠋ 

 

࣭鑑賞ࡢ感想を提出ࠋ 

いࡘ構造や歴史ࡢࣝ࢝ࢪュ࣮࣑ 

࡚まࠋࡿࡵ 

࣭楽典࣭聴音ࡢ小テࢫトを行うࠋ 

 㸦聴音ࡣ 単音ࣈタ࣮ࢡ࢜1 2和

音࣒ࢬࣜࠊ聴音㸧 

 

㸳 学習評価 

                          㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視ࡢࡶࡿࡍ㸧   

 㸯 歌唱࣭器楽࣭楽典ࡣ学期ࡈ試験を行いまࡍ㸦個人࣭ࣉ࣮ࣝࢢ評価㸧ࠋ 

 㸰 鑑賞ࡢ感想ࠊ音楽史まࠊࡵ実技おけࡿ学習ࡢ記録࡛評価ࡋまࠋࡍ 

 

評価ࠊࡣ観点㸯ࠕ音楽表現ࡢ技能ࠖ観点㸰ࠕ音楽表現ࡢ創意工夫ࠖ観点㸱ࠕ鑑賞ࡢ能力ࠖ観点㸲ࠕ音楽へ

関心࣭意欲࣭態ᗘࠖࠖࡢ ࡢ  ࠋࡍ大ษ࡛ࡶ姿勢ࡴ組ࡾ取授業ࡢ日々ࠋࡍ基࡙い࡚行いま観点ࡢࡘ4

実技試験おい࡚ࠊࡶ試験だけ࡛࡞ࡣくࠊそࡇま࡛ࡢ練習過程ࡶ重視ࡋまࠋࡍ 

評価方法ࡣ次ࡢ通ࠋࡍ࡛ࡾ 

評価方法／観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備   考 

実技試験  ◎  ◎  ○  ◎ 歌唱࣭器楽ࡢ試験を行うࠋ 

楽典試験  ○  ○  ◎  ◎ 楽典࣭聴音࣭音楽史等試験を行う 

提出物  ◎  ◎  ◎  ○ 鑑賞ࡢ感想࣭実技練習記録࣭楽典音楽史ࣜࣉント 
 



ᖹ成「8ᖺ度 コミュニケ࣮ション英語Ⅰࡢ学習㸦シࣛバス㸧

㸯 科目名，༢位数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書

科目名 コミュニケ࣮ション英語Ⅰ ༢位数 㸲 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸯学ᖺ

使用ࡿࡍ教科書 VISTA 分nglじsし （ommつnじcaっじon I 㸦三省堂㸧

副教材等 VISTA 分nglじsし （ommつnじcaっじon I W４RKB４４K㸦三省堂㸧

㸰 学習目標

◎ 日本語ࡣ大ࡁく異ࡿ࡞英語ࡢ世界ࢆ理解ࡋ，世界ࡢ人々積極的コミュニケ࣮ションࢆ

。ࡍࡲࡋ学習࡚ࡗ沿目標ࡢ以下めࡓ養うࢆ力ࡿࡍ

࣭基礎的࡞༢語や熟語㸦࣎ࠕキャࠖࣜࣛࣈいいࡍࡲ㸧ࢆ確実覚えࡼう。

࣭基本的࡞英文法ࡾࡗࡋࢆ身ࡘけࡼう。

࣭簡༢࡞英語ࢆ使࡚ࡗ，コミュニケ࣮ション挑戦ࡼࡋう。

࣭外国ࡢ文化興味や関心ࢆ持う。

㸱 学習方法

ձ高校࡛ࡢ学習ࡢ基本ࡣ授業࡛ࡍ。先生ࡢ話ࡼࢆく聞く。大事࡞こࢆࢁ確実ノ࣮ࢺ書ࡿࡁ。

辞書ࡓࢆくさࢇ使う。宿題ࡾࡗࡋࢆやࡿ。課題ࢇࡕࡁࢆ提出ࡿࡍ。こࡢࡽࢀこࢆ着実こ

࡚ࡗ帰初心，ࡣ人ࡓࡗࡔ苦手ࡀ英語中学時代，特。ࡍࡲࡁࡘࡣ力ࡢ英語ࢇࢇ，ࡤせ࡞

。うࡻࡋࡲࡋ再出発ࡽࠖ大ษࢆ授業ࠕ

ղḟࡢ授業備え࡚ࡢ予習やそࡢ日学習ࡓࡋこࡢ復習ࡣ，英語学習不可Ḟ࡛ࡍ。毎日机向

。うࡻࡋࡲけࡘ身ࢆ習慣ࡢ開く。そࢆい，教科書

ճ定期考査ࡢ準備ࡣ，時間ࢆけ࡚精一杯やࡻࡋࡲࡾう。テスࢺ対策ࡣ，学習ࡓࡋこࢆ確実身

生ࢆ自信ࡣ高得点。ࡍࡲࡁࡘࡧ結高得点ࡤࢀࡍ準備ࡾࡗࡋ。ࡍ機会࡛ࡢ最高ࡢめࡓࡿけࡘ

準備→高得点→自信ࠕ。ࡍࡲࡳ ，ࠖこࡢサイクࣝࢆ手入ࡻࡋࡲࢀう。

㸲 学習計画

学 学習内容㸦༢元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価࣏ࡢインࢺ

期

Geっ Readと 書発音ࡢࢺベッࣇࣝ 小文大文字ࡢࢺベッࣇ࣭ࣝ

日常生活࡛見けࡿ英༢ 使いࡢ辞書。ࡿࡍ復習ࢆ方ࡁ 字ࢇࡕࡁࢆ読め࡚書けࡿ。

語簡༢࡞日常会話 方英༢語ࡢ覚え方ࢆ確認ࡍ ࣭辞書ࢆ使࡚ࡗ༢語ࡢ意味ࢆ正確

表現ࡢ日常会話࡞基本的。ࡿ 。ࡿࢀࡽ調

。ࡿけࡘ身ࢆ ࣭簡༢࡞表現ࢆ用いࡓコミュニケ

࣮ション活動ࡓࡁ࡛ࡀ。

１1 A Wしじっe １and be動詞࣭一般動詞ࡢ初歩的 ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

第 ༡極私ࡢࡕࡓ生活ࡢ関 ࡘ方ࡾ作ࡢ否定文用法࡞ ࣭否定文ࡢ書ࡁ換えࡿࡁ࡛ࡣ

連性ࡘい࡚考えࡼう。 い࡚理解ࡿࡍ。 。

㸯 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。

学 １「 Skじじng じn っしe ）eseちっ 疑問文ࡢ作ࡾ方現在進行 ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

ࡦࡢ首長国連邦ࣈࣛ 形ࡢ用法ࡘい࡚理解ࡿࡍ。 ࣭疑問文ࡢ書ࡁ換えࡿࡁ࡛ࡣ

期 。うࢁい࡚知ࡘバイࢻࡘ 表現ࡓ用いࢆ現在進行形ࡓࡲ。

࡛ࡀ 。ࡿࡁ

࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。

Basじc 分nglじsし 1. ࢺベッࣇࣝ 小文大文字ࡢࢺベッࣇ࣭ࣝ

字ࢆ正確書くこࡿࡁ࡛ࡀ。

「. 代名詞 ࣭代名詞ࢆ意味ࡢ違い応࡚ࡌ活

用࡛ࡿࡁ。

」. be動詞ࡢ用法 ࣭主語や時制対応࡚ࡋ，be動詞

疑問文及。ࡿࡁ࡛ࡀ使いศけࡢ

ࡿࡁ࡛ࡣ換えࡁ書ࡢ否定文ࡧ

。

１」 Is Benっo 分nglじsし単 助動詞過去形ࡢ用法そ ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

め，日ࡌࡣࢆ弁当ࠖࠕ 方ࡾ作ࡢ否定文࣭疑問文ࡢ ࣭助動詞ࢆ用いࡓ表現ࡿࡁ࡛ࡀ

本語ࡲࡲࡢ海外࡛使用さ 。ࡿࡍい࡚理解ࡘ ࣭。 過去形ࢆ用いࡓ表現ࡁ࡛ࡀ

ࢁい࡚知ࡘ語ࡿい࡚ࢀ 。ࡿ

う。 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。



１4 ２on下-Saじn下-２じcしeせ 下しa下節ࡢ初歩的࡞用法ࡘ ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

人類ࡢ遺産ࢆ守ࡿこ い࡚理解ࡿࡍ。 い࡚理解ࡘࡁࡽࡓࡣࡢ節ࠖࠕ࣭

第 ࡼい࡚考えࡘ大ษさࡢ 。ࡓࡁ࡛

う。 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。

㸰

Ba上じc 分ngせじ上し 4. 一般動詞ࡢ用法 ࣭主語や時制対応࡚ࡋ動詞ࢆ活

学 用࡛ࡿࡁ。まࡓ㸪疑問文及び否

定文へࡢ書ࡁ換えࡿࡁ࡛ࡣ。

期 5. 疑問詞 ࣭疑問詞ࡢ意味ࢆࡾ࡙ࡘ確実

覚えࡿこࡓࡁ࡛ࡀ。

6. 進行形 ࣭現在進行形過去進行形ࢆ用い

㸪疑問文ࡓま。ࡿࡁ࡛ࡀ表現ࡓ

及び否定文へࡢ書ࡁ換えࡿࡁ࡛ࡣ

。

7. ຓ動詞 ࣭いࢁい࡞ࢁຓ動詞ࡢ意味࡙ࡘ

ࡓࡁ࡛ࡀこࡿ覚え確実ࢆࡾ

。 まࡓ㸪疑問文及び否定文へ

。ࡿࡁ࡛ࡣ換えࡁ書ࡢ

１5 Baobab上 じn ２adaga上ca 不定詞ࡢ用法ࡘい࡚理解 ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

ち 。ࡿࡍ ࣭不定詞ࡢ意味ࡢ使いศけࡁ࡛ࡀ

バオバࢆࣈうࡽࡓࡋ 。ࡿ

第 保護࡛ࡿࡁ考えࡼう。 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。

㸱 １6 Too下しbちつ上しじng じn 分do 動名詞ࡢ用法ࡘい࡚理解 ࣭本文ࡢ内容ࡣ理解࡛ࡓࡁ。

江戸時代ࡢ生活習慣㸦歯 。ࡿࡍ ࣭動詞動名詞ࡢ違いࢆ理解࡛ࡁ

学 磨ࡁ㸧ࡘい࡚学習ࡼࡋ 。ࡓ

う。 ࣭新出言語材料ࡣ身ࡘいࡓ。

期

Ba上じc 分ngせじ上し 7. 不定詞 ࣭不定詞ࡢ意味用法ࢆ理解ࡿࡍ

こࡓࡁ࡛ࡀ。

8. 現在完了形 ࣭現在完了形ࡢ意味用法ࢆ理解

。ࡓࡁ࡛ࡀこࡿࡍ

9. 比較 ࣭意味ࡢ違い応࡚ࡌ㸪適ษ比

較変化ࢆさࡿࡏこࡿࡁ࡛ࡀ。

㸳 学習評価

評価ࡣ㸪観点㸯ࠕコミュニケ࣮ションへࡢ関心࣭意欲࣭態度 㸪ࠖ観点㸰ࠕ外国語表現ࡢ能力 㸪ࠖ 観

点㸱ࠕ外国語理解ࡢ能力 㸪ࠖ観点㸲ࠕ言語や文化ࡘい࡚ࡢ知識࣭理解ࠖいう㸲ࡢࡘ観点基࡙い

࡚行いまࡍ。評価方法ࡣ㸪次ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ。

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備 考

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動へࡢ参加ࡢ態度

小テスト ○ ◎ ◎ ◎ 単元確認㸪語彙㸪音読テスト等

提出物 ◎ ○ ○ ○ 課題ࣉリント㸪ノ࣮ト㸪ワ࣮クࣈック等

定期考査 ○ ◎ ◎ ◎ 年間㸳回実施

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視ࡢࡶࡿࡍ㸧

評価ࡿࡍࢆ際最ࡶ重視さࡣࡢࡿࢀ定期考査ࡢ結果࡛ࡍ。年㸳回実施さࡿࢀ定期考査࡛何点ࢆ

取ࡿこࡢࡓࡁ࡛ࡀ。まࡎ㸪そࡀࢀ大ษ࡛ࡋࡋ。ࡍ㸪テストࡢ点数ࡔけ࡛成績ࡀ決まࡿわけ࡛

ࡘ㸲ࡢ記ୖ࡚ࡋ総合点数ࡢ㸪考査ࡋ注目ࡶ学習態度ࡢ毎日ࡢࡕࡓ㸪君ࡣࡕࡓ私。ࢇࡏまࡾあࡣ

資࡞重要ࡢ成績評価ࡀ項目ࡢ以ୗ㸪具体的ࡣい࡚ࡘ学習態度。ࡍ行いまࢆ評価ࡁ基࡙観点ࡢ

料ࡾ࡞まࡍ。

★授業取ࡾ組ࡴ姿勢

取積極的ࡣ㸪活動ࡿい࡚ࡗ取ࡾࡗࡋࢆ㸪ノ࣮トࡿ聞い࡚いࢆ態度࡛話ࡓࡋࢇࡕࡁ

。࡞ࡿい࡛ࢇ組ࡾ

★小テスト

学習内容ࡢ確実࡞理解ࡶࡵࡓࡢ㸪毎回高得点ࢆ目指ࡋまࡻࡋう。

★提出物

宿題や課題着実取ࡾ組࡛ࢇ㸪ࢇࡕࡁ提出ࡋまࡻࡋう。

◎英語ࡢ授業ࡣいࡶ࡛ࡘ㸪ࠕテストࡢ得点㸩普段ࡢດ力ࠖࡀ大ษ࡛ࡍ。



ᖹ成 28ᖺ度  家庭総合ࢩࡢラバࢫ 
 
㸯 科目名，単位数，履修学ᖺ，履修区分，使用すࡿ教科書 

科目名 家庭総合 単位数 㸰 履修学ᖺ࣭区分 㸯学ᖺ㸦㸯࣭㸰学ᖺ各㸰単位ࡢ分割履修㸧 

使用すࡿ教科書 家庭総合～ࡶ生ࡿࡁ 明日をࡘくࡿ～  㸦教育図書㸧 

副教材等 生活ࣈࢻ࢞ッ࣮ࢹ ࢡタ＆ࢢラࣇ      (教育図書) 

 
㸰 学習目標 

࣭身近࡞生活ࡢ中ࡽ課題を見い出し，解決向け࡚主体的取ࡾ組ࡿࡵ能力を養いࡲす。 
࣭家庭生活ࡢ充実向上を図ࡿ能力実践的࡞態度を身ࡘけࡲす。     
 

 
㸱 学習方法 

ձ教科書や補助資料ࡽ基礎的知識を学ぶ。 
ղ調理実習や被服製作実習を通し，基礎的技術を身ࡘけࡿ。 
ճ習得しࡓ基礎的࡞知識࣭技術を実験や体験を通し，科学的࣭理論的学ぶ。 
մ視聴覚教材や統計資料࣭新聞等ࡽ身近࡞課題を考えࡿ。 

 
㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価ࡢポンࢺ 

 
 
第 

 
㸯 

 
学 

 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いࡘ学習ࡢ家庭総合ࠖࠕ

࡚ 
㸦ホ࣮ムࣉロࢺࢡ࢙ࢪ㸧 
 
 衣生活ࠔ単元ࠓ
ձࡐ࡞服を着ࡢࡿ？ 
 
ղ衣服ࡢ成ࡾ立ࡕ性質を

考えࡼう 
ճ衣服ࡼࡢࡣう管理す

 ？ࡿ
 
մ伝統的࡞衣服ࡣ？ 
 
յ衣服をࡘくࡼࡳ࡚ࡗう！ 
 
 
 
 
㸦期ᮎ考査㸧 
 

࣭学習ࡢ目標や内容，具体的࡞

学習方法を理解しࡲす。 
 
 
 ࠔいࡽࡡࠓ
衣服ࡢ機能や着装，材料ࡢ࡞

基礎的࡞知識࣭ 技術ࡢ習得を目

指し，豊࡞衣生活を営ࡴ。 
 
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ講義 
 ղ講義࣭燃焼実験 
 ճ講義࣭調学習 
 実習ࢺ࣮ࢿࢹラ࣮コ࣮࢝ 
 մ講義 
  յࣉ࢚ロン製作実習 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ձ衣生活を自分ࡢこし࡚取ࡾ

組ࡴこࡓࡁ࡛ࡀ。 
ղ衣服ࡢ材料関心を持ࡕ，特徴を

理解࡛ࡓࡁ。 
ճ衣服ࡢ関心を衣生活全体ࡢ問題

手入選択ࡢ衣服，ࡳ組ࡾし࡚取

 。ࡓࡁ理解࡛方法を具体的ࡢࢀ
մ民族衣装関心を持ࡕ,和服ࡢ特
徴ࡘい࡚理解࡛ࡓࡁ。 
յ被服製作意欲的取ࡾ組ࡳ，自

分ࡽしい表現を作品表すこࡀ

基ᮏ的縫製技術を，ࡓࡲ。ࡓࡁ࡛

身ࡘけࡓࢀࡽ。 
࣭ワ࣮ࢺ࣮ࣀࢡ 
࣭実験記録 
࣭作品 
࣭実習記録㸦自己評価ࢻ࣮࢝㸧 
 

 
 
 
 第 
 
㸰 

 
学 

 
期 

 
 

 
 
 

 
 住生活ࠔ単元ࠓ
ձ誰ࡀ暮ࡽし࡚いࢁࡔࡢࡿ

う？ 
ղࡼࡢう暮ࡽす？ 
 
ճ地域ࡢ中࡛暮ࡽす 
 
 
մ文化࣭環境暮ࡽし 
 
 
 
 
㸦期ᮎ考査㸧 
 
 

 
 ࠔいࡽࡡࠓ
住居関すࡿ事象を科学的

理解さࡶࡿࡏ，住生活ࡢ

文化ࡢ関心，必要࡞技術ࡢ習

得を目指し，豊࡞住生活を営

 。ࡴ
 
 ࠔ具体的活動ࠓ
 ձ講義  
 ղ実習  
 ճࢹベ࣮ࢺ 
 
 

 
 
ձ住ࡲいࡢ機能や気候ࡢ関係，歴

史を理解࡛ࡓࡁ。 
ղࢨࢹンを考え，実生活即しࡓ

形࡛表現࡛ࡓࡁ。 
ճ快適࡞住ࡲいࡣ何を理解し，

快適さࡢ追求を生活生ࡑう

しࡓ。 
մ環境配慮しࡓ住ࡲいࡢ在ࡾ方

を考えࡿこ意欲的取ࡾ組ࡵ

 。ࡓ
࣭ワ࣮ࢺ࣮ࣀࢡ  
࣭実習記録 



 

  

 

第 

 

㸱 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 消費生活ࠔ単元ࠓ

ձ暮ࡽし࠾金ࡢわࡾ

 ？ࡣ

ղ暮ࡽし必要࠾࡞金ࡣ？ 

 

ճ何をうや࡚ࡗ買う？ 

 

 

մ自立した消費者ࡣ？ 

 

 

 

 

 

㸦期ᮎ考査㸧 

 

 省ࡵࡲ

 

 

 

 

 

 ࠔいࡽࡡࠓ

家庭ࡢ経済生活や消費者ࡢ権

利࣭ 責任を理解ࡉせࡶࡿ

，現代ࡢ消費生活ࡢ課題を認識

し࡚，環境配慮した適切࡞意

志決定基࡙いた消費行動を

すࡿ態度を育成すࡿ。 

 ࠔ具体的活動ࠓ

 ձ講義  

 ղ講義 

 ճࢹィベ࣮ࢺ 

 մࢢル࣮プ࡛ࡢ調学習 

 

 

 ࠔいࡽࡡࠓ

一年間ࡢ学習を振ࡾ返ࡾ，実生

活生そうすࡿ態度を育

成すࡲ。ࡿた，㸰年生ࡢ学習ࡢ

目標を決ࡿࡵ。 

 ࠔ具体的活動ࠓ

 ձ一年間ࡢ省࣭感想記入 

 

 

ձ家庭ࡢ経済国民経済ࡢ関係を

理解࡛ࡁた。 

ղ支ࡢバランスを࡚ࡳ家計を管

理࡛ࡁた。 

ճ消費生活ࡢ問題点を指摘し，࠾金

活消費生活࡞い豊࡞ࢀࡉ流

 。したそう

մ消費者問題関心を持ち，消費者

 。たࡁ責任を理解࡛権利ࡢ

࣭ワ࣮ࢡノ࣮ࢺ 

࣭ＶＴＲ視聴記録 

 

 

 

ձ一年間ࡢ学習を省す࡛ࡇࡿ，

次年度ࡢ目標を立࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿ

た。 

࣭作文 

࣭自己評価カ࣮ࢻ 

 

 

㸳 学習評価 

 

以ୗ示す四ࡢࡘ観点基࡙ࡁ，学習内容ࡈࡾࡲࡲࡢ評価を行い，学年ᮎ㸳段階ࡢ評定

総括しࡲす。 

 

観点㸯 関心࣭意欲࣭態度 家庭や地域ࡢ生活関心をࡶち，そࡢ充実向ୖを目指し࡚意欲的

 。ࡿけ࡚いࡘ態度を身࡞実践的，ࡶࡴ組ࡾ取

観点㸰 思考࣭判断࣭表現 家庭や地域ࡢ生活ࡘい࡚見直し，課題を見付け，そࡢ解決を目

指し࡚思考を深ࡵ，適切判断し工夫し創造すࡿ能力を身ࡘけ

࡚いࡿ。 

観点㸱 技能 家庭や地域ࡢ生活を充実向ୖすࡿたࡵ必要࡞基礎的࣭基ᮏ的࡞

技術を身ࡘけ࡚いࡿ。 

観点㸲 知識࣭理解 家庭生活ࡢ意義や役割を理解し，家庭や地域ࡢ生活を充実向ୖす

 。ࡿけ࡚いࡘ知識を身࡞基礎的࣭基ᮏ的࡞必要ࡵたࡿ

 

 

㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視すࡢࡶࡿ㸧 

以ୖを総合的判断し，評価しࡲす。  

 

 

観点 

評価方法 

観

点

㸯 

観

点

㸰 

観

点

㸱 

観

点

㸲 

備 考 

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○ 学習活動ࡢ参加態度 

 学期ᮎ考査等 ◎ ○ ◎ ○ ࢺスࢸ

提出物 ◎ ◎ ○ ○ 課題等 

実技 ◎ ○ ◎ ○ 被服実習等 



ᖹ成㸰８ᖺ度  社会情報ࢫࣂࣛࢩࡢ 

 

㸯 科目名，単数，履修学ᖺ，履修区ศ，使用ࡿࡍ教科書 

科目名 社会情報 単数 㸰 履修学ᖺ࣭区ศ 第㸯学ᖺ 

使用ࡿࡍ教科書  最新社会情報㸦実教出版㸧 

副教材等  基礎ࡿࡵࡌࡣࡽ情報ࣜ2013࣮ࢩࣛࢸ㸦実教出版㸧  

㸰 学習目標 

 。ࡍまࡋタ࣮ࢫ࣐ࢆ使い方ࡢ㸧ࢫࣇオࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸦ࢺࣇࢯョンࢩ࣮ࢣࣜࣉ ࣭

࣭ 著作権࣭肖像権࣭各種情報ࢆ取ࡾ扱う上࡛ࡢ法規，࣐ナ࣮等ࢆ学習ࡋ，身ࡘけまࡍ。 

㸱 学習方法 

࣭ 副教材ࢆ使用࡚ࡋ，ࣜ ࢩࣛࢸ 㸦࣮基本能力㸧ࢆ身付けまࡍ。授業ࡣ実習中心行いまࡍ。授   業

࡛行ࡓࡗ課題ࢆ評価ࡋま࡛ࡢࡍ，授業ࡾࡗࡋ取ࡾ組ࡴこࡀ基本࡛ࡍ。 

࣭ 身ࡘけࢮࣞࣉ，ࡶࢆ࣮ࢩࣛࢸࣜࡓンࢩ࣮ࢸョンࢆ行いまࡍ。そࡢ際，情報ࡢ収集，発信，  

活用必要࡞法規࣐ナ࣮ࡶ併せ࡚学習ࡋまࡍ。 

㸲 学習計画 

学期 学習内容㸦単元名㸧 学習事項࣭学習活動 評価࣏ࡢンࢺ 

第 

 

㸯 

 

学 

 

期 

 基本操作ࡢコンࢯࣃ

ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐ Word 

࣭入力ࡢいࢁいࢁ 

࣭体裁ࢆ整えࡿ 

࣭図ࢆ挿入ࡿࡍ 

࣭表ࢆ作成ࡿࡍ 

࣭ビࢪネࢫ文書ࢆ作成ࡿࡍ 

࣭ビࢪュ࡞ࣝ文書ࢆ作成 

 ࡿࡍ 

 

 

文書作ࡢ社ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐࣭

成ࢺࣇࢯ Wordࢆ使用ࡋ，実習

 ࡍまࡋ

 

࣭基本的࡞授業態度ࡣ当然ࡢこ，

授業意欲的取ࡾ組࡛ࢇいࡿ

 。ࡍまࡋ評価ࢆ

࣭提出さࡓࢀ課題ࢆ評価ࡋまࡍ。 

 

 

 

 

 第 

 

㸰 

 

学 

 

期 

 

 

ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐ Excel 

 ࡿࡍ入力ࢆタ࣮ࢹ࣭

࣭計算ࡿࡍࢆ 

࣭体裁ࢆ整えࡿ 

 ࡿࡍ作成ࢆࣇࣛࢢ࣭

࣭表ࢆ印ๅࡿࡍ 

࣭いࢁい࡞ࢁ関数ࢆ利用ࡍ 

 ࡿ 

ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐ PowerPoint 

࣭簡単ࢮࣞࣉ࡞ンࢩ࣮ࢸョ 

 ンࢆ行う 

࣭オࢪࣈェࢆࢺࢡ挿入ࡿࡍ 

 

表計算ࡢ社ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐࣭

ࢺࣇࢯ Excel 実習，ࡋ使用ࢆ

 。ࡍまࡋ

 

 

 

 

 

ࢮࣞࣉࡢ社ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐࣭

ン ࢸ ࣮ ࢩ ョ ン ࢯ ࣇ ࢺ

PowerPoint ࡋ実習，ࡋ使用ࢆ

まࡍ。 

࣭基本的࡞授業態度ࡣ当然ࡢこ，

授業意欲的取ࡾ組࡛ࢇいࡿ

 。ࡍまࡋ評価ࢆ

࣭提出さࡓࢀ課題ࢆ評価ࡋまࡍ。 

 

 

 

 

 

 

 第 

 

㸱 

 

学 

 

期 

 

 

 

࣭情報ࡢ活用 

࣭ネッࢺワ࣮ࢡ 

࣭情報社会ࡢ課題 

࣭ 

 

 

ࢹ࣓，ࢺンタ࣮ネッ࣭

等ࡢ様々࡞媒体ࡽ情報ࢆ収

集ࡿࡍ方法ࢆ学習ࡋまࡍ。 

࣭収集ࡓࡋ情報ࢆศ析，評価

まࡋ学習ࢆ方法ࡿࡍ活用，ࡋ

 。ࡍ

࣭情報ࢆ創造ࡋ，表現，発信，

共有伝達ࡿࡍ方法ࢆ学習ࡋま

 。ࡍ

࣭情報ࡢ収集，蓄積共有，ศ

析評価，創造，表現，発信，

共有，伝達ࡿࡍ際留意ࡍ

ࡋ学習ࢆ法規，情報ࣔࣛࣝࡁ

まࡍ。 

࣭基本的࡞授業態度ࡣ当然ࡢこ，

授業意欲的取ࡾ組࡛ࢇいࡿ

 。ࡍまࡋ評価ࢆ

࣭提出さࡓࢀ課題ࢆ評価ࡋまࡍ。 

 

 

 

 

 

㸳 学習評価 

  評価ࠕ，ࡣ関心࣭意欲࣭態度ࠖࠕ思考࣭判断࣭表現ࠖࠕ技能ࠖࠕ知識࣭理解ࠖࡢ㸲ࡢࡘ観点基࡙い 

 ࡚行いまࡍ。評価方法ࡣ，次ࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ。㸦◎＝観点ࡢ中࡛特重視ࡢࡶࡿࡍ㸧 

   

   

   

   

   

評価方法＼観点 観点㸯 観点㸰 観点㸱 観点㸲 備    考    

   

  

学習状況ࡢ観察 ◎ ○ ○ ○  学習活動ࡢ参加ࡢ態度 

 等ࢺࢫࢸ実技  ◎ ◎ ◎ ○ ࢺࢫࢸ

提出物 ○ ◎ ◎ ○  ไ作物，課題等 

実技 ◎ ○ ◎ ○  操作技術等 

  

  情報ࡢ成績ࢆ評価ࡿࡍ上࡛一番重要࡞こࡣ，授業取ࡾ組ࡴ姿勢࡛ࡍ。授業内࡛課題ࢆ作成ࡋ， 

 提出後，そࢆࢀ評価ࡿࡍこࡀ中心ࡾ࡞ま࡛ࡢࡍ，授業中意欲的取ࡾ組ࡴこࡀ重要࡛ࡍ。授 

 業中怠け࡚い࡚課題ࡀ終了ࡾࡓࡗ࡞ࡋ，仕上ࡀࡾࡀ悪ࡿࡍࡾࡓࡗ，当然పい評価ࡾ࡞まࡍ。 

 授業ࢆ大ษ，意欲的取ࡾ組ࡼࡴう頑張࡚ࡗくࡔさい。 


